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闘斬麟穴廊窟(毎遍月曜日発行)昭和37年(1902住)3月1geξ 月曜e)

学 生 団 体

京都 大学 新聞社
京都市左京区吉田
京都大学構内竃話吉田⑦
4111・4221

振替・京都3909
(毎週月岡日発行)

週
樹

讐

23
日
(金
)
三
十
六
年
度
修
士
学
位

授
与
式

十
時
か
ら

本
部
大
ホ
ー
ル

で24
日
(土
)
三
十
六
年
度
卒
巣
式

十
時か
ら

本
部
大
ホー
ル
で

ノ法
鍾天
試
験
終
る

法
学
部
編
入
試験
の願
轡
受
付
は
、
十

四
日
締
切
っ
た
が
、百
十
八
人
の出
願

が
あ
っ
た
。
許
年
は
、亘
二十
九
人
の

志
願
者
で
あ
っ
た
が
、今
年
は多
少
減

少
し
た
。

な
お
、
試
験
は
十
六
、
十
七
日
に
実
施

さ
れ
、
発
表
は
.二十
日
の
予
定
。

.低
点
軒

な

み

に

下

が

る

ほ
と
ん
ど
が
六
三
〇
わ

三
十
七
年
度
京
大
入
試合
格
者
の発
表
は
十
六
日
薬
・法
、
十
七
日
経
・

医
・文
、
十
九
日
理
・農
の
順
で行
な
わ
れ
た
。
発
表
の
掲
示
の
前
で
は

友
人
と
肩
を
た
た
き
合
っ
て喜
ぶ
も
の
、
先
電
や
両
親
と
合
格
の
喜
び
を

分
ち
合
う
も
の
な
ど
の合
格
者
と
同
時
に
、
再
起
を
期
し
て
引
き
上
げ
る

不
合
格
者
の姿
も見
られ
例
年
通
り
の
悲
喜
こ
も
こ
も
の
合
格
発
表
風
景

る

で
あ
っ
た
。今
年
の
入
試
の
特
色
は
、
例
年
に比
べ
て問
題
が
や
や
難
か

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と思
わ
れ
る点
て、
こ
の
他
、
医
の
合
格
最
低

点
が
六
二
二点
と
大
幅
に下
った
点
、
一般
に現
役
の
進
出
が
わ
ず
か
で

は
あ
る
が見
ら
れ
た
な
ど
の点
であ
った
。

学部
教育学部666(706)

文 学部(714㎜)

法 学部(鵬

経済学部(781821)

農 学部(743786)

医 学部(786796)

薬 学部(769793)

理 学都(朧)

37年 度京 大入学 試験 結果
最高点最低点合格者数

544(567)

鵬(580)

626
(629)

628
(632)

541
(566)

622
(707)

587(
577)

鰯(
683)

50(51)

205(200)

273
(271)

220
(200)

210
(182)

91
(55)

80(8
0)

195(
171)

15(12)

103(81)

149
(129)

104
(99)

72
(43)

38(
31)

40(
30)

113(91)

現 役 浪人

35(39)

102(119)

124
(142)

116
(101)

138
(139)

53(
24,

40(
50)

82(80)

(3月19日現在)
展人(%)女 子
70.0(76
.5)

49。8(59
.5)

45.4
(52.4)

52.7
(50.5)

66.0
(76.4)

58.2
(43。6)

50.0(
52.5)

42。1(
46.8)

7(4)

46

(32)

3
(5)

1
(0)

2
(0)

2
(2)

20(2
2)

8(
12)

カッコ内は昨年の数字を示す

十
七
日
午
後
三
時
現
在
、
発
表
が
あ
っ
色
は各
学
部
と
も
倍
率
の
増
加
に
も
か

た
教
育
、
文
学
、
法
学
、
経
済
、
医
学
か
わら
ず
合
格
最
低
点
が
昨
年
と
ほ
と

騨
期
鱗
疑
溜
篇
誕
続

蕊
継
師
観
贈
帥
聯
漏
夢
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公

聴

会
阻

止

に

坐
リ
こ
み

肝翻
創躍
纒
略
蝶

「

連
(京
大
、
同
大
)
を
申
心
と
し
て
、

東
大
、
早
大
、
中
大
な
ど
約
二
十人
の

東
京
社
学
向
、
奈
良
女
子
大
(マ
ル学

同
)
、
大
阪
市
大
な
ど
を
含
む
活動
家

約
八
十
人
が
こ
大
阪
東
区
本
町
一丁
目
一

国
際
ホ
テ
ル
七
階
の
会
場
前
に
坐
り
こ

み
、
高
柳
会
長
に
会
見
を
要求
、憲
法

改
悪
反
対
、
公
聴
会
の
申
止
を
ア
ッピ

ー
ル
し
た
。

こ
の
日
、
京
大
同
学会
で
は
六時
に

国
立
大
学
協
会
(全
国
の国
立
大
学

長
で
構
成
。
会
長
は
茅
東大
総
長
)
で

は
、
昨
年
十
一月
の
総
会
で、
第
一常

置
査
員
会
(行
政
組繊
担
当
・委
員
畏

は
平
沢
京
大
総
長
)
か
ら
「大
学
の
管

理
運
営
に
関
す
る
申
間報
告
案
」
を
提

出
し
喪
が
、
そ
の
内
容
をめ
ぐ
って
、

東
京
教
育
大
、
京
大
な
どが
、
大
学
の

自
治
を
お
び
や
か
す
も
のだ
と
し
て
、

反
対
運
動
を
起
し
て
い
る
。

中
間
綴
告
案
か
ら
、
問
題
と
な
る事

項
を
あ
げ
る
と
、次
の
四
点
で
あ

る
。
①
教
授
会
の
議
に
も
と
つ
く教

官
任
用
に
っ
き
、
「学
長
が教
授会

の
畿
を
さ
ら
に
評
議
会
等
に
付し
て

学
長
の
人
事
権
行
使
に
い
っ
そう
慎

重
を
期
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れる
」

と
述
ぺ
て
い
る
こ
と
。
②学
長
の大

学
の
管
理
運
営
に
関
す
る
「最高
貰

仔
者
」
と
し
て
の
地
位
権限
を
明
品

化
す
る
と
と
も
に
「評
議
会
は
学
長

の
諮
聞
機
関
で
あ
る
性
質
を
為
す
る

こ
と
を
法
律
を
も
っ
て
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
こと
。

薗
薮
授
会
は
「本
来
、
常
部
長
の諮

間
擾
関
た
る
性
格
」
の
も
の
であ
る

「憲
法
」
闘
争
に
轟
よ
り
乗
込
む

穴
阪
への
代
表
団
が
集
合
、
教
養
部

自
治
会
の
旗
な
ど
を
か
つ
い
で
大
阪

へ
向
か
った
。
国
際
ホ
テ
ル
前
に
は

警
官
隊
と
私
服
が
九
時
こ
ろ
か
ら警

戒
を
始
め
て
い
た
が
、九
時
二十
分

乙
ろ
電
車
通
り
か
ら
離
れ
たと
ころ

で
デ
モ
隊
列
を
組
ん
で
ワ
ッシ
ョイ

ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
か
け
声
を
かけ
な
が

ら
、
ホ
テ
ル
の
正
面
玄関
を突
破
し

て
一挙
に
七
階
ま
て
か
け
上
が
った

会
場
前
に
坐
り
こ
ん
で
不
篇
を襲
わ
れ

て
あ
わ
て
た
警
官
隊
も
のぼ
っ
て
き
゜ 鞍

だ
」
「-
自
民
党
の
私物
だ」
「1

解
散
せ
よ
」
「憲
法改
悪
反対
」
な
ど

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を行
な
い、
国

際
学
速
の
歌
や
イ
ンタ
ー
ナ
シ
ョナ
ル

を
高
唱
した
。

九
時
四
十分
乙う
か
ら
警
官
隊
は
実

力
排
隙
を始
め
、抵
抗
す
る
学
生
た

ち
を
前
列
か
ら
引
きず
り出
しは
じ

め
、
四
っ
位
に
分
け
て十
時
乙ろ
全

員
を排
除
し
た
。

3・19大 阪

 

て
、
激
し
い
野
次
と
に
ら
み
合
い
が
続
「エ
レ
ペ
ー
タ
ー
で
降
ろ
さ
れ
た
学
生
た
」

い
た
。
こ
の
間
、
「憲
法
調
査
会
は
違
一ち
は
再
び
正
面
玄
関
に
坐
り
こ
み
を
始

め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
警
宮
隊
は再
び

「取
り
囲
み
、
男
女
の
区
別
な
く小
突
き

【ま
わ
し
て
街
路
に投
げ
出
した
。
こ
の

「あ
と
デ
モ
隊
は
隊
列
を
整
え
て、
笥
囲

の
街
路
を
シ
グ
ザ
グ行
進
、裏
口か
ら

再
び
正
面
玄
関
へ
と
ま
わ
った
が
、
警

て
逃
げ
る
シ
ー
ン
も
み
ら
れ
た
。と
く

に
こ
の
際
は
釜
ケ
崎
事
件
当
時
の
よ
う

に
個
人
的
に
暴
力
を
ふ
る
う
警
官
が多

く
、
顔
面
出
血
や
足
腰
に
負
傷
し
た
り

し
た
者
が
多
数
出
た
。
こ
の
後
デ
モ隊

は
京
阪
天
満
橋
駅
で
集
会
を
開
き
、

四
・五
月
闘
争
によ
る
憲
法
改
悪
粉

砕
、
日韓
会
談
反
対
の
大
衆
運
動
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
に
よ
って
、
学
生
運
動

の
統
一を
か
ち
と
って
ゆ
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
証
月
に
名
古
屋
で

開
か
れ
る
公
聴
会
に
は
東
京
、
京
都
、

大
阪
か
ら
多
数
の
代表
団
を
派遣
し
て

阻
∬
す
る
こ
と
が
提案
さ
れ拍
手
で承

認
さ
れ
た
後
同
集
会
は十
一時
乙ろ
解

散
し
た
。
二
月
に
東京
で行
な
わ
れた

数
学
の
問
題
が
か
な
り難
か
し
か
った

た
め
と
思
わ
れ
る
。

合
格
最
低
点
を
学
部
別
に
み
る
と文
科

系
で
は
上
か
ら
経
・法
。文
・教
と
な

り
、
こ
れ
は
昨
年
と
全
く
同
じ
で
あ
る

が
、
経
と
教
の
差
は
八
四
点
と
昨年
の

六
四
点
に
比
べ
て
や
や
そ
の
断
層
が
開

い
た
よ
う
だ
。
医
と
薬
で
は
、
医
の
最

低
点
が
昨
年
の
七
〇
七
点
か
ら
六
二
二

点
へと
約
八
十
点
も
落
ち
た
の
が
注
目

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
医
の
定
員
が
約
四

十
%
も
増
え
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
一

力
薬
で
は
医
と
は
対
照
的
に
最
低
点
は

昨
年
よ
り
十
点
高
い
五
八
七
点
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
京
大
入
試
戦
線
で
毎

年
最
高
の
最
低
点
を
誇
っ
て
い
た
医
は

今
年
度
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
経
、
法

よ
り
も
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

ま
た
、
最
高
点
は
各学
部
と
も軒
な
み

に
落
ち
て
い
る
が
、
や
は
り医
の
七八

六
点
が
六
学部
を
通
じ
て
最高
を
占
め

て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
現
役
、浪
入
の
比
率
は
、

経
、
医
を除
く他
の
四学
部
では
、
浪

人
の
数
は
昨年
に比
べ
て文
で
十
%
減

っ
た
の
を始
め
と
し
て
、
法
で
七
%
、

教
で
六%
、薬
で二
%
減
って
お
り
現

役
の
進
出
が
目
立
っ
て
い
る
。
浪
人

の
増
え
て
い
る
経
・医
で
は、
定
員

が
増
え
た
数
と
ほと
ん
ど
同
数
だ
け
浪

合 格窮 表 風景
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官
隊
}こ
固
め
ら
れ
て
お
り、
さ
ら
に後

同
調査
翁
公
聴
会
に
対
し
て第
一
波闘

 

う
か
ら
足
を
か
け
ら
れ
た
り
、
髪
を
つ

か
む
、
ひ
っ
つ
か
む
な
ど
す
る
警官
隊

に
追
い
か
け
ら
れ
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
争
を
組
織
し
た
東
京
社
学
同
が
大
挙
西

下
し
て
第
二
波
闘
争
に
参
加
し
た
点
で

注
目
さ
れ
る
。

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
法
経
両
学
部
は
今
舟
も
昨
41
と
同
し
よ

う
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
表

蓋

て
も
わ
か
る
よ
.フに
昨
慶

簑

一低
点
が
法
六
二
九
点
、
経
六
三
二
点
で

寮

や
や
上
賢

今
農
は
塗
ハニ

六
点
、
経
六
二
八
点
と
昨
隼
に
つ
づ
い

て
経
が
土
回
わ
って
い
る
。
昨
年
ま
で

は
一年
毎
に
両
学
部
は
シ
ー
ソ
ー
・ゲ

ー
ム
を
演
じ
て
い
た
わ
け
だ
が
咋
年
、

今
年
と
つ
づ
い
て
経
が
L回
わ
っ
た
た

め
こ
の
勝
負
は
経
が
や
や
法
を
押
え
た

形
。
女
子
の
合
格
者
は
数
年
ぶ
り
に
経

に
一人
あ
り
、
法
で
は
昨
年
よ
り
二
人

少
い
ご一人
と
な
って
い
る
。

例
年
に
な
い
倍
率
を
小し
た
文
学部
で

は
毎
年
女
子
の
合
格
者
は
増
え
る
一方

だ
が
、
今
年
も
昨
年
の
三
十
二
名
よ
り

十
四
名
多
い
四
六
名
と
例
年
通
り
の傾

向
を
一小し
て
い
る
。合
格
最低
点
は
ほ

と
ん
ど
の
学
部
で
下
っ
て
い
る
の
に比

べ
て
、
昨
年
よ
り
三点
高
い五
八
三
点

で
あ
る
が
、
最
高
点
は昨
年
よ
り
約
九

〇
点
低
い
七
一四
点と
な
って
い
る
。

薬
学
部
で
は
、昨
年
定
員
を
倍
に
し
た

が
そ
の割
に
は受
験者
は
増
え
ず
合
格

最
低
点
は
一昨年
よ
り
一〇
六
点
低
い

五
七
七
点
で
あ
っ
た
が、
今
年
は
文
と

と
も
に
最
低点
は
助年
よ
り十
点高
く

な
っ
た
。

十
九
日
発
表
分
で
は
理学
部
の最
低
点

が
全
学
部
の
ト
ッ
プ
六
四
八点
であ
ろ

の
に
対
し
て
、
農
学
部ば
五
四
一点
と

全
学
部
の
最
低
を
記
録
し
た
。
理農
と

も
現
役
の
進
出
が
か
な
り
目
立
ち
、例

年
浪
人
の
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
い
農
学部

は
今
年
度
増
加
人
員
分
の
全
部
が
、
昨

年
度
と
比
べ
て
み
る
と
現
役
が
占
め
た

こ
と
に
な
る
。

首
尾
よ
く
合
格
さ
れ
た
新
京
大
注

の
諸
君
に
対
し
て
、
編
集
部
よ
り
心

か
ら
の
お
め
で
と
う
の
あ
い
さ
っ
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
究

京
大
に
は
い
った
か
ら
に
は
、

「想
界
は
お
れ
で
も
つ
」
意
気
込
み

で
、
大
い
に
羽
根
を
伸
ば
し
て
下
さ

い
。
思
い
き
り
自
己
主
張
し
て
、
自

か
ら
納
得
の
ゆ
か
な
い
も
の
に
対
し

ては
、
安
易
な
妥
協
を
排
し
て
、
真

正
面
か
ら
問
題
と
取
り
組
ん
で
い
た

だ
きた
いと
思
いま
す
。
わ
れ
わ
れ

は
、
ち
よ
っと
位
無
礼
で
も
ム
コウ

意
気
の強
い
フ
レ
ッシ
ュ
マン
を
期

待
し
てい
ま
す
。
誤
ま
り
を
恐
れ
ず

行
動
に
取
組
む
こ
と
に
よ
って
、
静

か
な
自
僧
が
蓄
え
ら
れ
て
い
く
だ
ろ

う
「鉄
は
熱
い
う
ち
に
う
て
」
。
理

自
信
と
い
って
も
エ
リ
ー
ト
意
識

に
こ
り
固
ま
って
い
る
の
で
は
つ
ま

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
間
主
体
の
組

織
への
も
た
れ
か
か
り
で
あ
り
、
権

威
に弱
い閉
鎖
的
な
喧
大
主
義
と
義

は
ら
の関
係
に
あ
り
ま
す
。
準
い
京

大
では
戦
前
か
ら
偉
汰
な
う
ま
ず
た

夫
学
も
そ
こ
で学
ぷ
学
生
も
社
会

か
ら
隔絶
した
と
ころ
に
存
在
し
て

い
る
の
で
はあ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の

社
会
は皆
さん
が
生
活
し
て
き
た
十

数
年
の間
にも
大
き
な
変
転
を
経
て

き
ま
した
。
そ
の
中
で
形
成
さ
れ
て

き
た
ひと
り
ひと
り
の
生
活
史
は
今

か
ら
、
さ
まざ
ま
な
危
度
か
ら
照
明

が
あ
てら
れ
る必
要
が
あ
る
で
し

よ
う
。私
た
ち
の共
通
の
基
礎
は
反

現
実
を
大
胆
に
直
視
し

"真

実
〃
を

追
求

し
よ

う

ゆ
ま
ぬ
先人
た
ち
の努
力
によ
って

反
戦
自
由
の伝
統
を培
っ
てき
てお

り
ま
す
。
わ
れ
わ
れは
こ
の誇
り
を

失
なう
こ
と
な
く前
進
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い。
も
っと
も
す
ぐ
れ
た
知

性
は虐
げ
ら
れ
た
人

の々
解
放
の
武

器
と
し
てさ
さ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て、
真
の解
放
を
可
能
な
ら
し
め

ら
れ
る
で
し
よ
う
。

戦
意
識
、
権
利
意
跳
に貫
かれ
て
い

る
点
で
あ
り
、
実
雪的
に
形骸
化
し

て
い
る
面
が
多
分
嵐
あ
っ
て
も新
懲

法
の
ム
ス
コ
た
ち
鴻
あ
る
と
いう
点

で
し
よ
う
.

し
か
し
な
が
ら
、驚
異
的
な成
長

を
遂
げ
た
日本
独
占
資
本
は
一層
反

曜
難
鹸
鍵
第
剛

制
下
、
徴
兵
制
を
許
す
憲
法
改

悪
、N
E
AT
O
反
共
卓
衷
同
盟
へ

の布
石
日韓
の野
合
が
推
進
さ
れ
て

璽
財
臨

翻

雛

塘
蟻

難

や

の人
々
の
エ
ネ
ルギ
ー
を
結
集
し
て

先
進
的
に
反動
攻
勢
へ反
対
の行
動

や

を
お
こ
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん。

噸

呆

の
イ
ン
テ
リ
多

チ
・
の無

や

力
は
行
動
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
ねば

卿

な
・
ま
せ
ん
・
社
会
の
矛
盾
籔

感
ゆ

に
反
応
す
る
新
鮮
な
感
覚
を
も
っ
て

新
し
い
時
代
震

索
す
る
こ
と
に
よ
ゆ

っ
て
、
現
代
の
学
生
の
位
置
を知
り
吻

得
る
で
し
よ
う
.
も
ちろ
ん
蕩

は
ゆ

激
情
の
発
散
で
は
な
く
て
、
思
想
に

ま
で
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
。

一九
六
二
鋸
三月
二十
二日

京
都
大
学
新
聞
繍
集
員
一同
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今
年
か
ら
は
自
由
参
加

交
学
部
博
士
課
程
終
了
時
に
行
な
わ
れ

て
い
た
研
さ
ん
発
表
会
は
「大
学
院
制

度
の
不
備
を
ビ
ホ
ウ
す
る
」
御
前
講
頂

で
あ
る
と
し
て
大
学
院
生
側
の
強
い
反

対
に
あ
って
い
た
が
、
八
日
開
か
れ
た

蓋
7

邑
皆
五

▼

ξ
鞠尋

ξ
一▲
▼

呂管
尋

ξ

旧癌

噂書

▲
▼

一一一言
五
▼

三
亡五

▼
三
言
▲

▼
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▼

尋
「畜

三
一・・▲
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五
▼

三
一=蚕

暑
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▼
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吾

ξ
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三
7
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・誉
五
▼

ξ
口癌

二
}一層▲
▼

一昌
-

▼

号

金

一昌
一「一金

、

と
し
、
「学
部
の
最高
機
関
の乙
と

さ
観
を
呈
す
る
」現
状
を
否
疋し
よ

うと
し
て
いる
こと
。
④
教
自
は
入

学
の
わ
政壌
務
にか
か
わ
る
へき
で

な
い
と
し
て
いる
こ
と
。

①
・②
は学
長
の権
限
強
化
で
あ
る
が

こ
れ
は
、文
部
大
臣か
学
長
任
命
梅
を

っ
ま
り
、
こ
の中
間
報
名
案
を
み
る
か

き
り
、学
長
・学
部
長
の
権
限
が
強
化

さ
れ
、大
字
のn
治
を
ぜる
機
関
と
し

て
の学
部
教
授
公を
根
本
的
に
否
定
し

て
いる
と
いう
印
象
は
ま
ぬ
が
れ
が
た

く
文
部
省
が
か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い

授
不
適
任者
が教
授
会
の決
によ
って

定
教
授
に
な
ると
いう
肇
例
が
あ
った

の
で
、
そう
した
誤
りを
繰
り亟
さ
ぬ

よう
、た
と
えば
全
学
的
な
猛場
か
ら

評
議
会
で質
問
をす
る
、
と
いう
よ
う

な
こと
で
ある
。
②
不
適
任
条
件
が
政

る
万
向
と
一致
し
て
い
る
。
京
大
職
員
治
的
に逆
用
され
る
危
険
に
つ
い衝
ぽ

『
教
授
ムあ

そ
の
職
分
に
明
ら
か
に
す
る
、と
いう

こ
と
に
つ
い
て
は
、も
っ
と
検討
が必

要
で
漏
る
。
い
ま
目分
に
は
い
い考
え

は
な
い
。
④
蓉
只会
の意
志
は、
実
に

へ

善
意
か
ら
出
て
い
る
の
で、
でき
る
だ

け
周
知
を
緊
め
て慎
重
に検
討
し、
拙

速
は
極
力
さ
け
た
い
。⑤
こ
の申
間
報

の
権
限
縮
少

痔
と
う
と
し
て
いる
現状
で
は大
いに

危
険
で
あ
る
。
さ
ら
に
①
で
は、
教
宮

拝
用
穐
が
教
援
会
か
ら
評議
会
に移
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
られ
る
ので
、

学
部
の
自
治
が
な
く
な
る
おそ
れ
が
あ

る
⑩
③
で
も
、学
都
長
の梅
隈
強
化
を

ま
ね
き
、
④
と
共
に、
教
授
会
の
稲
隈

が
大

に

少
さ
れる
こと
にな
る
。

"善
意

"
が
逆
用
さ
れ
る
恐

れ

組
合
で
は
、丈
る
二月
二十
八
日
、
平

沢
総
錠
と
会見
、
同
中
間
報
仙
案
に
つ

い
て
説
明
を氷
め
た
。
総
長
解
答
の
お

も
なも
のは
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
「学
長
が
教
授
会
の
議
を
さ
ら
に
評

議
会
等
に付
し
て
、
学
長
の
人
事
権
の

行
使
に
い
っそ
う
慎
承
を
期
す
る
」
と

古問
い題
伝は
統学
を長
もの
つ」良
大識学
に
であ
はる
な"
んしとか

か し
細 仏
耶 穿
には
つ 、
いあ
て く
はま、て
各 も
大 一学 案

で に允
す分
ぎ検 す

村法

学

霧、
関
係
法
規
に
よ
る
大

 

い
ろ
報
仙
案
の
し
冒
は
、
ー
、人
学
て
教

レを
対
等

層

な
っ
て
も
、自
治
に償
れ
な
い新
大
学

で
は
そ
の危
険
桝
はた
し
か
に
あ
る
と

思
う
の
で充
分
に21
恵
し
た
い。
③
人

学
は研
究
教
育
が
第
一義
で那
務
は
そ

のた
め
に倉

す
る
も
の
だ
か
ら
こ
れ

罧系
と
囁
務
系
に
穿
け
て

討
の
う
ん、
よ
り
艮
い案
を
公員
会
に

提
出
し
て
ほ
し
い。
⑥
鉛
一需
置
蚕
貝

会
の
根ム
カ
剣
は
、
大
学
U治
の
仏
統

を
も
つ
入
き
な占
い大
字
と
、
白
冶
が

い
ま
た偵
習
化
し
て
いな
い地
方
の小

さ
な
勒
し
い人
叫ゴと
か
、
あ
た
か
も
兄

貴
と
弟
の
よ
う
に
手
を
と
り
合
っ
て
、

国
立
大
学
全
体
の
共
通
問
題
を
見出
し

大
学
自
治
の
い
わ
ば
全
国
的平
均
値
を

高
め
よ
う
と
い
う
点
に
あ
る
。総
長
は

申
間
報
告
案
の
内
容
が
ど
の
よう
に修

正
さ
れ
た
と
し
て
も
古
い
大学
で
は問

題
と
な
ら
ず
、
新
し
い
大
学
で
の
問
題

で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
助
力
と
な
る
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
と
ら
え
方
を
し
て
い

る
よ
う
だ
。
し
か
し
こ
の
中
間
報
告
案

に
基
い
て
法
改
正
が
行
な
わ
れ
た
場
合

文
部
省
の
統
制
に
逆
用
さ
れ
る
危
険
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
総
長
の
い

ろ
善
意
が
、
ひ
い
て
は
委
員
会
の
恵
図

が
、
逆
の
結
果
を
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ

う
。
総
長
は
こ
の
点
を
再
考
す
る
必
装

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
教
官
研
究
集
会
で
も
、
今
月
人

か
四
月
は
じ
め
に
総
長
と
会
見
し
、
杉

学
自
治
の
法
的
裏
づ
け
を
行
な
う
予
定

て
あ
る
、

現
在
、
こ
の
報仏
案
の内
容
は、
介
国

的
に
あ
ま
り
表
面化
し
てお
ら
ず
、
京

大
各
学
部
教
授
会
で
も問
噛
に
な
っ
て

い
な
い
。
今
後
こ
れ
を甲
急
に問
題
化

し
て
討
議
つ
る必
豊が
あ
ろ
う
.(
)

研
さ
ん
発
表
会

で
教
授
会

文
学
部
教
授
会
に
お
い
て
、
大
学
院
生

一の
申
し
入
れ
を
検
討
、
次
の
よ
う
な
決

一定
を
行
な
った
(要
旨
)

①
研
鑓
発
表
会
は
教
授
会
と
し
て
は

当
初
か
ら
実
施
す
る
建
前
で
あ
る
が

強
制
つ
る
こ
と
は
し
な
い
。

②
大
学
院
制
度
問
題
の
車
農
性
は
教

授
会
と
し
て
も
深
刻
に
認
め
、
大
学

院
生
と
話
し
合
い
の
機
会
を
も
つ
。

③
大
学
院
瓦
の
真
意
が
、
大
学
院
制

度
の
改
革
で
あ
って
、
研
鐡
発
表
会

ボ
イ
コ
ソ
ト
に
な
い
と
い
う
点
を
鯨

解
す
る
。

一翌
九
日
博
士
課
程
単
位
取
得
予
定
者
全

一員
集
会
が
開
か
れ
、
原
則
と
し
て
自
由

蓄

と
す
る
こ
と
が
決
警

れ
た
。
こ

の
集
会
で
出
た
意
見
は
、
①
現
行
の
研

鐙
発
表
会
に
は
不
潤
だ
が
、
学
問
交
流

と
博
畦
課
秤
論
文
審
査
会
の
芽
と
し
て

看

す
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
、
木
年
度

も
一応
参
加
す
る
②
現
行
の
発
表
会
と

異
な
った
内
容
、
形
式
を
も
って
い
な

い
の
で
参
加
し
な
い
と
い
う
も
の
て
あ

った
。
こ
の
編
果
十
四
、
十
五
の
両
日

文
学
部
第
b
、
第
八講
義
室
で
開
か
れ

た
。
研
鑓
発
表
会
に
は
、
四
十
八
名
中

三
十
五
人
が
出
席
発
表
を
行
な
った
.

こ
の
「御
前
講
頂
」
問
題
の
背
景
に

文大学院

閏

官
も
設備
も予
算
も
与
え
られ
ず
、
[

研
究
の
維
持
を
ほ
と
ん
ど
導
ら
大
学
「

院
生
の
臼
己
犠
牲
に依
存
さ
せ
て
い

る
。
②
人
学
院
生
と
教
授と
の徒
弟
的
関

係
「研
究
指
導
就
職
ア
ル
バイ
ト
等

の世
話
を
教授
の個
人
的
「温情
」

に
よ
っ
て行
な
っ
て
いる
。

③
大学
院
単
位
修
了
者
の身
分
は
制

度
的
に
ま
った
く
保
障
さ
れ
ず
、
研

究
の継
続
を
不
可
能
に
さ
れ
、
生
痛
「

を
も
鴛
か
さ
れ
る
多
数
の
修
了
者
を

み
る
に
至
って
い
る
。

等
々
現
在
の
文
部
省
の
文
教
政
策
の

貧
困
と
字
者
の
学
問
発
展
に
対
す
る

黄
仔
に
つ
い
て
訴
え
て
い
る
。

憲
法
問
題
頂
点
に

福井轟学士院賞受賞
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有機化学界に新理論

 

同
学
会
春
期
活
動
方
針

同
学
会
の今
年
度
悪
期
活
動
万
針
は
四

会
費
徴
収
力
法
は
結
局例
年
通
り
と
な

月
に開
かれ
る
京
都
府
学
連
の
執
行
委
一り
、学
教
側
に徴
収
を依
頼す
る方
法

員
会
、
活
動
者
会
議
の
際
に
具
体
的
に
一は
不
可能
と
な
った
。

決
定
され
る
。

一

新
塑
貫
長
の経

よ
る
と
、
春
の
一学
士

一
五
九
七
名
誕
生

闘
象
万針
と
し
ては
①
目
韓
会
談
粉

砕②
1
・
L
・0
条
約
即
時
批
准
③

米
英
の核
実
験
再
開
反
対
④
憲
法
改

悪
反
対
④
参院
還
・知
扇
選
支
援
が

ク
ル
連
絡
会護
)
の結
成
、
学
生
会
}

館
設
立
運動
を
当面
の主
要
任
務
と
　

す
る
厚
生間
題協
謡
倉の
強
化
な
ど

が
提
案
さ
れ
る僕
様
であ
る
。

なお

一月
二十
臼
に行
な
わ
れ
る
浅
田

三
十
六
年
度卒
桀式

昭
和
』十
六年
嵐
亙
業
式
は
二月
二十

四
日
(土
)午
前
十
時
か
ら例
年
ど
お

ご一月
十
二
日
、
日
本
学
士
院
は
東
京
上

野
の
同
院
で
総
会
を
開
き
、
今
年
農
の

学
士
院
恩
賜
賞
と
学
士
院
賞
の
受
賞
者

を
決
疋
し
た
。
京
大
か
ら
も
福
井
謙
一

工
学
部
教
授
が
学
士
院
賞
と
賞
金
十
万

円
を
贈
ら
れ
る
。
授
賞
式
は
五
月
中
旬

学
士
院
で
行
な
わ
れ
る
。

福
井
教
授
の
研
究
は
「共
役
化
合物

の
電
子
状
態
と
化
学
反
応
」
に
関
す

る
も
の
で
、
福
升
教授
の命
名
に
よ

る
〃フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
軌
道
"
にあ

鷲
誘
蠣
誘
繍
鞭
鐘

て知
られ
た
〃シ
グ
マ電
子
"
に
初

中
心蓮

蒙

、他
に組禦

・雪
台素

を

行
な墾

針
として念願
娑
連
(文化サー
霧

諜

離

蓋

簿

趨

どのレ甦

を
の寡

髄

翫
難

鱒

難

鰭
喩懲

略
肚"大止七年

難

鞭

籔

鍵

震

休暇巾だが褻

必

鱗

撒

騨

厩
纏

だけ多数の髪
を動

め
て
分
チ
軌
迫
住
的
取
り
教
い
の
万

法
を
囲
拓
し
た
。

福
ハ
理
論
は
有
機
化
学
反
応
理
論
に
新

数
学
、
数
理物
理
コ
ー
ス
の各
学
科
で

一ご月
二
十
三
口
か
ら
二
十
四
日
に
わた

って
行
な
わ
れ
る
。

現
在
、
物
理
に
は
、
鈴
名
、化
学
は

弼
名
、
数
物
コ
ー
ス
ー2
名
が
志
望
し

て
お
り
、
各
々
、
定
員
の
菊
名
、
覗

名
、
10
名
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
た

め
行
な
わ
れ
る
も
の
。
試
験
期
日
お

よ
び
科
目
は
、
次
の
と
お
り
。
物
理

科
、
三
月
二
十
ご百
、
物
理
、
数
学

お
よ
び
力
学
、
外
国
語
。
化
学
科
、

=
十
三
日
外
国
語
、
化
学
、
一一十
四

日
、
数
学
物
理
面
接
。
数
物
コ
ー
ス

は
二
十
ご百
、
数
学
。
な
お
合
格
者

の
発
表
は
、
四
月
三
日
に
行
な
わ
れ

る
.

現
在
ま
で
、
分
屑
の
決
定
し
た
学
科
と

人
員
は
、
動
物
3
名
、
植
物
第
一コ
ー

τ

貿
籔

二
〒
ス
茗

宇

[宙
物
理
6
名
、
地
球
物
理
16
名
、
数
学

[20名
、
地
質
鉱
物
2
名
で
拐
る
。

τ
年
度
博
士
三

九
名

三
十
六
年
度
、
京
大
か
ら
博
士
課
程
修

了
及
び
博
士
論
文
申
請
者
に
よ
って
博

士
に
な
った
人
は
=
一九
名
で
あ
る
。

そ
の
中
、
博
士
課
程
修
了
に
よ
る
新
博

士
は
八
六
名
(文
教
法
経
を
除
く
)
論

文
申
請
に
よ
って
許
可
さ
れ
た
人
は
四

三
名
(文
教
法
経
を
除
く
)
で
あ
る
。

顯
今
年
も
フ
レ
ッ
シ
ュ

メ
ン
を
迎
え
る
季節

と
な
っ
た
。大
学
の

年
甲行
事
と
い
っ
て

し
ま
え
ば
それ
ま
で

局
血
を
囲
い
た
繁

・
で
な
・
、
化
学
一る
を
え
な
か
・た
ろ
う
・
受
簡

風
も

博
轟

は
こ
の
他
呆

真
±
=
卒
・
昭
和
≠

列
缶

コ
誘

教
だ
が
、
息
も
つ
ま
り
そう
な
大
学
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
に
は
こ
の
ヌー
ベル
バ
ー

グ
が
唯
一の
刺
激剤
であ
る
▼生
ま
れ

た
こ
ろ
が
ち
ょう
ど戦
争
中
と
いう
世

代
か
ら戦
後
へ
の移
行
期
に
さ
し
か
か

ろ
うと
し
て
いる
のが
新
入
生
の
世
代

で
あ
る
。だ
んだ
ん
戦
争
に
関
す
る
直

接
的
な生
盾体
験
鎚
生
活
感
情
を
も
た

な
い世
代
へと
移
行
し
つ
つあ
る
▼
戦

時
中
、敗
戦
後
を
通
じ
て
「混
乱
の

子
」と
し
て育
った
例
え
は
大
島
渚
氏

の
よう
な世
代
は
戦
争
に
直
接
発
想
す

る
世代
であ
る
。
こ
の
世
代
は
、
切
実

な
生盾
農
永
と
し
て
「平
和
と
民
主
主

義
とよ
り
よ
き
学
生
生
石
」
を
と
ら
え

戦
後
の歴
史
を
、
例
え
ば
民
主
教
有
の

骨
抜
き
の
過
程
と
し
て
、
独
占
資
本
の

復
活
に
と
も
な
う
改
治
的
反
動
化
の
過

程
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
。
安
保
闘
争

は
そ
の
最
後
の
P
大
な
爆
発
だ
った
▼

戦
争
に
直
接
発
想
し
え
な
い
世
代
は
、

安
定
し
た
体
制
に
対
し
て
は
受
谷
せ
さ

資
本ま
義
と
し
て
当
然
の
個
人
の
激
烈

な
競
争
と
し
て
何
ら
疑
わ
な
い
人
も
あ

輩

入
季

響
る
だ
ろ
.つ▼
世
界
の
裏

に
耐
え
か
ね

月
に
も
そ
れぞ
れ
課
利
終
～
着
を
出
し
㎝授
.
二
↓
七
の
教
授
を
経
て
現
在
に
至

m
41町
か
ら
問
題
に
な
って
い
た
同
罫
一め
て
六
一=
八
一名
であ
る
。

て
い
る
。
的
向

の
場

合
は
六
月

・
勲

名

九
月
・

一
七
各
、
十

二
月

・
;

・一名

で

聴

)
な
お
碧

ま
で
珍

、叩卒義

一数
は本
,∫創
ウ
時
の
理
」科
大
学
も含

る
。
τ
博
。

理

・
分
属
試
験

一

二
三

・
四
日

に

一即
≠
部
分
属
試
験
は
、
物
即
、化
学
、

一て
、
「み
ん
な
社
会
が
惣
い
の
よ
」
と

片
づ
け
て
し
ま
って
は
、
第
一次
世
界

大
戦
か
ら
弟
一次
大
戦
への
二
十
年
に

満
瓦な
い
歴
史
が
、
そ
の
間
に
戦
争
を

中
心
的
に
戦
か
う
若
い
世
代
を
瓦
み
出

し
て
い
た
教
訓
に
学
ぱ
な
い
こ
と
に
な

る
。

格合
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メ●京大唯一の マス

最 も進生生活

■定期購読
4年 分1000円2年 分50Q円

1年分300円(郵 送料1年 につき50円)

供するアカデ ミ
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フレッソユな感覚とたくましい行動力

をもった新入生の活躍の場として来に
れ〃
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撫嫉黛患
`

ア

姦

'
、

.

,
邑▼一

ク
ス
主
義
の
思
想
的
硬
着
か
ら
の
フ
ル

シ
チ
ョフ
的
方
法
に
よ
る
脱
出
、
理
論

の
創
造
性
の
回
復
への
志
向
を
表
現
し

て
いる
。
こ
の
点
に
こ
そ
、
一見
予
期

に
反
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
一派
に
た
い
す

る
批
判
の
問
題
が
再
度
大
き
く
登
場
し

て
き
た
理
由
で
あ
る
の
で
あ
る
。

み
き
の
よ
う
な
意
味
か
ら
す
れ
ば
、

ア
ル
バ
ニア
と
中
国
の
態
度
は
、
一お

ろ
現
在
の
運
動
の

組
織
的
、
理
論
的

な
進
歩
への
志
向

に
た
い
す
る
「保

守
的
抵
抗
」
で
あ

る
と
み
ら
れ
な
い

こ
と
も
な
い。

『月
刊
社
会
党
』

の
一論
説
は
申
・

ソ
論
争
を
世
界
共

産
主
義
運
動
の
二

潮
流
への
分
化
、占

す
な
わ
ち
世
界
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

論
争
の
中
心
点

ソ
連
に
せ
よ
中
国
に
せ
よ
、
そ
の他

の
共
産
党
代
表
に
せ
よ
、
公
式
文
書
で

一致
し
て
明
確
に
お
し
だ
す
こ
と
を
さ

け
て
い
る
論
争
の
中
心
論
点
を
、
む
し

ろ
ア
ル
バ
ニ
ア
が
わ
が
率
直
に
し
て
き

容
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
く
り
か
え

さ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
論
争

で
中
国
が
わ
の
見
解
の
特徴
と
さ
れ
た

も
の
は
、
帝
国
主
義
の
本
質
不
変
論
、

帝
国
主
義
戦
争
の
必
然
性
論
、
「正
義

の
戦
争
」
の
よ
う
乙
論
、
核
戦
争
の
破

め
つ
的
性
格
の
否
定
論
、
反
唯
武
器
論

等

で々
あ
り
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
が

平

和
闘
争
と
社
会
主
義
闘
争
と
を
別
の

次
元
の
問
題
と
し
て
裁
然
と
き
り
は
な

ノし、
革
命
の
議
会
的
万
法
を
み
と
め
ず

社
会
主
義
への
平
和
的
移
行
に
つ
い
て

も
ほ
と
ん
ど
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
た

の
で
あ
っ
た
。
「い
ず
れ
の
面
か
ら
に

せ
よ
、
原
子
力
、
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の新

技
術
が
、
現
代
修
正
主義
者
の
いう
よ

う
に
、
レ
ー
ニ
ン
が
し
て
き
た帝
国
主

義
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の時
代
の基

本
的
特
徴
を
変
化
さ
せ
た
と
い
う
こ
と

合宿 ・宿泊 ・コンパ

追 コン ・宴会に

加茂川畔の

州

以
前
の
中
・ソ
論
争
当
時
に
は
、
中

国
が
わ
が
ユ
ー
ゴ
の
修
止
主
義
と
し
て

批
判
し
た
ば
あ
い
は
実
は
ソ
連
を
指
し

て
いる
の
だ
と
い
わ
れ
た
が
、
今
度
の

ア
ル
バ
ニア
問
題
で
は
.
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
が
ア
ル
バ
ニ
ア
と
い
う
の
は
申
国
の

こ
と
で
あ
り
、
か
れ
の
い
う
ホ
ッ
ジ
ャ

は
毛
沢
東
と
読
む
べ
き
だ
と
い
わ
れ
て

いる
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ア
ル
バ
昌
ア

問
題
に
よ
って
以
前
の
中
・ソ
論
争
が

新
段
階
に
入
った
こ
と
は
た
し
か
で
あ

り
、
問
題
は
こ
の
ソ
連
U
ア
ル
バ
エ
ア

・申
国
論
争
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
か

と
いう
こ
と
で
あ
る
。

ア
ル
バ
ニア
問
題
は
、
論
争
双
方
の

こ
と
ば
の
上
、
公
式
文
書
の
表
現
と
し

て
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
個
人
崇
拝

を
う
け
いれ
る
か
う
け
い
れ
な
い
か
、

と
いう
ζ
と
を
中
心
と
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
『世
界
政
治
資
料
』
の
「ア

ル
バ
ニア
を
め
ぐ
る
問
題
特
集
」
二

月
臨
時
増
刊
)
な
ど
を
見
る
と
、
ソ
連

が
わ
と
そ
れ
に
同
調
す
る
各
国
の
党
代

表
が
、
ア
ル
バ
ニア
指
導
者
の
ス
タ
ー

リ
ン
批
判
拒
否
・個
人
崇
拝
温
存
を
は

げ
し
く
非
難
す
る
の
に
た
い
し
て
、
ア

ル
バ
ユア
が
わ
は
、
フ
ル
シ
チ
ョフ
の

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
あ
や
ま
り
と
し
て

手
き
び
し
く
攻
撃
し
て
い
る
。

だ
がも
ち
ろ
ん
、
過
広
の
ス
タ
ー
リ

ンと
そ
の
一派
の罪
状
を
み
と
め
る
か

み
と
め
な
いだ
け
が
問
題
で
あ
る
な
ら

それ
は国
際
具
産
1
義
運
動
の
現
段
階

で
の童
大
な争
点
と
は
な
り
え
な
豊
"」

あ
ろう
。
ア
ル
バ
ニア
問
題
か
中
・ソ

論
争
の新
段
階
の指
標
と
な
る
の
は
、

スタ
ー
リ
ン批
判
が
、
そ
の
こ
と
ば
以

上
の現
実
的
意
味
を
ゆく
む
か
ら
で
あ

る
。
ア
ル
バ
ニ
ア
問
題

の
矛
盾
と
二
重
性

周
知
の
よ
う
に
ス
タτ
リ
ン批
判
の

歴
史
的
已
義
は
、
ソ
連担
会
の発
展
と

ソ
述
人
衆
の
蘭
水
の
た
かま
O
にた
い

す
る
指
導
層
の
」
か
ら
の
硬
心
てあ
O

点
に
あ
り
、
フ
ル
シ
チ
コ
フ体
制
は
そ

の
表
現
ほ
か
な
ら
な
い
。し
た
が
って

「ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
そ
の
も
のは
、

ご
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
体
制
と
いう
一疋

の
ワ
ク
内
に
お
け
る
党
組織
と同
家
11

活
で
の
民
L
化
の
発
峨
す
な
わち
党

内
民
斗
1
義
と
ソ
ビ
エ
ト民
1
1
義
と

の
7
てう
の
払
九
へ
の
心
同を
貞
堀
し

同
時
に
てれ
と
り
す
び
つ
い
て、
一、ル

清
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一定
の
ひ
よ
り
み主
義
的
観
点
に
は
同

意
で
き
な
い
。
か
れ
ら
は、
平
和
共
存

を
社
会
主
義
国
家
の
対
外
政策
の基
本

矛

盾

は

「
ス
タ
ー

リ

ン

批
判
」
自
身
が
内
包

構
造
変
化
や
階
級
間
の
新
し
い
力
関
係

に
党
の
政
策
と
路
線
を
対
応
さ
せ
よ
う

と
す
る
「革
新
的
潮
流
」
と
、
こ
う
し

た
方
向
への
努
力
を
す
べ
て
修
正
主
義

と
し
て
排
撃
し
よ
う
と
す
る
「保
守
的

潮
流
」
と
の
相
剋
の
線
上
に
お
い
て
と

ら
え
、
ア
ル
バ
ニア
問
題
の
本
質
を

「ソ
連
の
多
分
に
現
実
主
義
的
な
新政

策
路
線
に
た
い
す
る
中
国
・ア
ル
バ
ニ

ア
の
覚
の
保
守
的
・教
条
主
義
的
な反

発
」
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
が
(
一

月
号
、
「革
新
運
動
の
世
男
史
的
転

換
」
)
、
こ
の
解
釈
は
一定
の
意
味
に

お
い
て
は
正
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
「
一定
の
意
味
に
お
い
て」

と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
批
判
そ
の
も
の
が
フ
ル
シ
チ
コ
フ
的

限
界
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
体
制
の
も
と
で

展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
,2畢
実
が
、ア

ル
バ
ニア
問
題
を
も
限
界
づ
け
て
、こ

れ
を
か
な
ら
ず
し
も
一方
的
に
「革
新

対
保
守
」
の
対
立
と
し
て
ス
ソ
キ
リ
し

た
か
た
ち
に
整
理
さ
せ
て
は
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ア
ル
バ
ニァ
の
ホ
ッ
ジ

ぞ
や党
機
関
紙
の
い
う
と
こ
ろ
を
み

よ
。
ヅ
連
の指
導
分
子
が
自
分
ら
の
党

の大
会
決
議
や
綱
領
を
他
国
の
克
に
た

い
し
ても
拘
束
力
を
も
っ国
際
的
規
範

た
ら
し
め
よ
ら
と
す
る
か
の
意
図
を
小

し℃
い
るこ
と
フ
ル
シ
チ
ョフ
み
ず
か

ら
ハ
ンガ
リー
の党
にた
いし
て
フコ

シ
の解
任
と
カダ
ル
の
就
任
に
努
力
し

た
と偽
臼
す
る
よ
う
に
、
他
党
の
内
部

事
情
や人
事
問
題
に
公然
と
ト
幽
し
て

い
る
こと
、イ
デ
オ
ロギ
ー
の
血
.、の

分
裂
を国
家
閥
の関
係
に
ま
て
お
よ
ぼ

し
、
ア
ル
バ
ニア
を
敵
対
国
あ
つ
かい

し
て政
冶
的経
済
的
孤
)化
を
は
か
っ

て
い
る
こと
、
申."た
東
欧
やイ
タ
リ
ア

の
見
代表
か無
条
"
に
この
ソ
連
に
追

従
し
、
事
鯖
を
さ
わめ
ず
に
人
囚
に
味

方
す
る
よ
う
な
敬
段
を
と
って
い
る
こ

と
ー
ー
ホ
ソ
・ン
ヤ
た
ち
は
これ
ら
の
事

実
を
す
・佃ど
く
迅次
す
.⇔
の九
か、
こ

の
か
ぎ
り
に
わ
い
て
そ
のη
婦
ぱ
足
認

曳」れ
ろ
べ
・さ
も
の
一.」あ
る。
こ
右ら
の

八
て
は
、
ス
タ
τ
リ
ン批
判
を
強
調
す

る
フ
ル
ノ
チ
ョ
フ
と
て
の
坦す
い茜
の

が
わ
が
、
む
し
ろ
ス
ター
リ
ン牡
臼
の

大
囚
噛
義
と
祐
威
ー
氏
の
あ
や気
り
を

ば
く
ろ
し
て
い
る
ど
い
え
る
(拙
輌
「

ア
ル
バ
ニ
ア
問
題
に
よ
せ
て」
・
『マ

ル
ク
ス
守
義
公
論
』
、第
コ
号
を
参

照
)
。
吸
す
.つに
、
ア
ル
バ
ニァ
問
題
の
限

雑
剋
、
そ
の
矛
朽
と
二
唾刊
は、
「ス

タ
喜
リ
ン
批
判
」
目体
が内
包
回.9予

盾
と
一巾
州
に
現
冗
・、れ
て
い
つ
のて

ち
る
.

て
い
る
事
実
は
、
非
常
に
興
味
ぶ
か

い
。
ホ
ソ
ジ
ャ
は
、
そ
の党
創
立
二
〇

周
年
記
念
演
説
の
な
か
で
、ま
っこ
う

か
ら
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
を論
難
して
「フ

ル
シ
チ
ョ
フ
と
そ
の追
ず
い者
は
、
教

条
主
義
反
対
の
口実
で、
マル
ク
ス
・

レ
ー
ニ
ン
主
義
に反
対
し、
極
力
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
革
命
理論
の基
本
的
論
点
を

く
つ
が
え
そ
う
と
し
て
いる
」
と
いう

ホ
ソ
シ
ャ
の
非難
が正
し
いか
正
し

く
な
い
か
は
一おう
べ
つと
し
て、
と

に
か
く
、
現
代
の革
命像
、
そ
の構
想

の
基
本
前
提
を
な
す
現
代戦
争
の性
格

ー

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の見
解
対
立
こ

そ
、
ア
ルバ
ニ
ア
論
争
の中
心A
を
な

し
、
今
後
の
中
・ソ
論
争
の方
向
を決

定
す
る
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
で
あろ

う
。以
前
の
段
階
で
の
中
・ソ論
争
の
内

¶

脚 駒.・■.曽・■唖

1小}

r'脚'門"騨

汕.
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は
な
い
」
1
ー
こ
の
一言
に
、
中
国
の

反
フ
ル
シ
チ
ョ
フ的
態
展
と
教
条
主
義

的
思
考
と
は
、集
甲的
に表
明
さ
れ
て

い
た
へ中
ソ
の論
争
点
を
整
理
し
た
も

の
と
し
て
は
、佐
藤
昇
「平
和
共
存
と

体
制
変
革
」
・
『現代
帝
国
主
義
と
構

造
改
革
』所
収
・山
口光
朔
「非
ス
タ

ー
リ
ン化
を
めぐ
る諸
問
題
I
I中
・

ソ
論
争
の思
想的
背
景
I
i
」
・
『医

際
関
係
資
料
』第
三
号
、
な
ど
が
便
利

で
あ
る
)
。

と
こ
ろ
が
ア
ルバ
ニア
の
ホ
ソン
ヤ

に
お
い
て
、
み
ぎ
の中
国
的
見
解
は
、

「フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ひ
よ
り
み主
義
批

判
」
と
い
う
か
た
ち
で
一そう
明
確
に

一さ
貸

籍

さ
れ
た
の
だ
。
ホ
ソ
シ
.

は
い
う
ー

。
「わ
れ
わ
れ
は平
和
共

存
の
原
則
に
反
対
し
な
い
。
し
か
しフ

ル
シ
チ
ョ
フ
お
よ
び
そ
の
追ず
い者
の

,●8陰7サ■9,

1弘;
三り.......8

♪ °''"°'°圏5

健

 

コー
スと
み
な
し
、
社
会
主
義
が
世
界

的
範
囲
て勝
利
を
か
ち
と
る
主
な
道
で

あ
る
とみ
な
し
て
、
平
和
共
存
の
た
め

に帝
国
主
義
を
ば
く
ろ
す
る
闘
争
を
放

棄
」
し
て
いる
l
l
と
。
か
れ
は
ま
た

いう
ー
1
。
フ
ル
シ
チ
ョフ
は
「労
働

者
階
級
の
平
和
的
に
政
権
を
と
る
道
を

ほ
と
んど
絶
対
化
し
、
か
つ
ま
る
で
労

働
者
階
級
と
そ
の
共
産
党
が
た
だ
議
会

の
な
か
で多
数
を
し
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
政権
を
目己
の手
中
に
お
さ
め
る
こ

と
が
で
き
ると
いう
幻
想
を
つ
く
っ、

た
」
1
と
(削
出
、
記
へ,い演
説
)
。

こ
こ
で
は、
申
・ソ
論
争
の
中
心
論

点
が
、
図式
的
にう
浅一ほ
り
にさ
れ
て

い
る
。
ソ
速
に
と
っ
て、
破
め
っ的
な

核
戦
筆
を
さ
け
る
に
は平
和
共
看
のみ

ち
し
か
あ
り
えず
、
こ
の平
柵
共
仔
の

追
求
は
同
時
に各
国
の社
会
主
義
への
F 平

和
的
移行
の可
能
性
を
一そ
う
つよ

め
る
も
の
で
あ
った
。
と
ころ
が
虜
国

や
ア
ル
バ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
、平
和共

庁
政
策
は
二
つ
の

可
能
悦
の
一つ
を

表
現
つ
る
に
すき

ず
、
し
た
が
っ
て

平
和
共
存
と
萸
叩

の
平
和
形
態
と
の

相
脅
依
存性
を
重

視
し
た
り
強
調
し

た
り
す
る
こ
と
は

ま
さ
に
第
ニ
イ
ン

タ
τ
流
の
ひ
よ
り

み
主義
へ
のだ
ら

く
に
は
か
なら
な

いの
で
あ
る
。

戦
争
と
革
命
の
問
題
に
っ
い
て
の
み

き
の
只う
な
意
見
の
対
立
は
、
い
わ
ゆ

る
構
造
改
革
の
問
題
の
提
起
に
い
た
っ

て、
一そ
う
具
体
的
直
接
的
にあ
ら
わ

れ
ざ
る
を
え
な
い
。
ソ
連
共
産
党
の
新

綱
領
は、
先
進
資
本
主
義
詣
国
にお
け

る当
面
の民
主
主
義
的
目
標
の
重
装
性

を
みと
め、
「独
占
資
本
に
た
い
す
る

一般
的
な民
主
守
義
的
闘
争
は
、
社
会

‡
義
巽
照を
お
く
れ
さ
せ
る
も
の
で
は

な
く
、か
え
って
こ
れ
を
促
進
叔
セ
る

も
の
で
あ
る」
と
弧
調
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
申国
的巳
解
か
り
い
兀は
、
本

来
の
制
会
L
義
的
H
朽
方
暦
硯
し
据
ヤ

か
し
て
し
ま
う改
艮1
嶺
へ
の危
険
性

を
も
っ
た
思
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

現
代
革
命
像
の

分
裂

と
混
乱

防 に に ご
uし オ)ぴ)

ら,量ごけ よ雪
・1・)う

我 化1巨 な
,璽 し ノ＼
・助 プ_ブ 卸 卜1の
一ヒ_ネ 【
一 い1己 ∫こ
ぺ う の1

i'ナ 飛
,塚 裂 論
メ こ 左 の

1,h、 明 内
ノlil,{`宵 匹

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
想
起
さ
れ
る
の

は
、
ユー
ゴ
の
カ
ル
デ
リ
が
こ
の
中
国

的
見
解
を
さ
し
て
、
「ト
ロ
ッ
キ
ズ
ム

に
似
て
い
る
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
(論
集
『社
会
ま
義
ど

戦
争
』
)
。
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
に
お
け
る

晶入
叩像
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
無
畔
⊥

義
セ
流
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
対
立し

て
いる
。
そ
れ
の
特
徴
は
、
要
約
し
て

いう
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
以
来
の
、
「止

統
【派
の
一国
革
命
随
一国
村
会
-
義

の
ゐ
式
に
九い
し
て
、
獣
界
岸
命
の
力

式
を対
置
し
、
平
和
釧
存
政
策
に
た
い

し
て情
国
i
義
の
打
倒
一本
ヤ
リ
を
か

か
げ
、
議
会
利
用
の
更
叩の
可
能
軽
を

排
し
てソ
ビ
エト
形
態
を
昭
一絶
君
の

も
のと
し
て
お
し
だ
す
と
こ
ろ
に
あ
リ

ソ
・中
の
革
命
像
の
分
裂
は
、
い
ま

や
こ
のト
ロソ
キ
ズ
ム
の
そ
れと
対
逗

す
る
一国
革
命
H
一国
刺入
バー
義お
⊥

場
の内
部
にお
いて
、
二
つ
の
ち
が
っ

た
構
想
か
疋着
化
し
だ
し
た
こ
と
を
・U

味
す
る
。
ソ
・申
の
双
方
と
も
、
ト
ロ

ツ
キズ
ム
の欝
県
争
命
の
力
式
を
捌
撃

す
る
こ
ど
では
一致
し
つ
つ
も
、
一国

吊
命
を曳
疋つ
る
国
際
的
条
q
と
',・て

一の
平
和日/白
の
評価
、
そ
れ
と
不
可
分

の
一国
て
の判
会
1
蔑
への
肱和
的
移

行
の
諄価
にお
いて
、
大
き
く
相
違
し

対
V
寄
・Qに
いた
った
。
ア
ル
バ
ニア

問
題
は、
ホ
ソ
ン
ヤの
公
然
た
る
フ
ル

シ
チ
ョフ
批
判
、
フ
ル
シ
チ
コフ
の
激

認

ア
ルバ
浮
、甥

つ宣

」、
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
英
叩像
を
め
ぐ
る
讃
見
解
の

対
立
は
、
世
界
の
構
造
的
変
化
や
両
体

制
の
力
関
係
の
変
化
に
客
観
的
な
根
拠

「口鷺愈駕鵜撚
い
く
こ
と
は
、
必
至
で
あ
る
。
中
・ソ

の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
国
家
的
対

立
に
ま
で
転
化
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
し

て
も
、
そ
の
こ
と
は
、
各
国
の
運
動
の

内
部
に
組
織
的
分
裂
や
政
治
的
対
立
が

な
お
進
行
す
る
こ
と
を
ふ
せぎ
う
る
も

の
で
は
な
い
。
中
・ソ
論
筆
の
形
態
い

か
ん
に
か
か
わ
らず
、今
後
も国
際共

産
主
義
運
動
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロギ
ー

的
対
立
の
激
化
や組
織
的
分裂
の進
行

は
、
こ
れ
を
阻
止
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
日
本
に
お
け
る
ト
ロ
ソ
キズ
ム
の

分
出
に
つ
づ
く
共
産
党
主
流
か
ら
の

「構
造
改
革
」
派
の
分離
、
それ
ら
か

現
在
ま
だ
流
動
的
な
再編
成
の過
押
に

あ
る
こ
と
は
、
み
ぎ
の
よう
な国
際
的

動
回
の
日
本
的
反映
に
ほ
か
な
ら
な
い

的
な
反
応
と
反
映
を
拡
大
発
展
さ
せ
て
「る
世
界
㍗
命
の
方
式
も
、
中
国
、
ア
ル

　

革
命
の
論
理
と
組

織
の
統

一
へ
の
道

み
ぎ
の
噴
火
は
、〈丁後
に
お
け
ろ
運

動
組
織
の
統
一化
へ
の
み
ち
か
、戦
争

と
葵
開の
問
題
に
つ
い
て
の
一冗
のイ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統
一の
回
復
と不
吋
分

の
も
の
て
あ
る
こ
と
を
小し
て
い
る
.

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
一定
の
イ
テ
オ
ロ

ギ
ー
的
統
一の
回
復
の
た
め
に
、
な
に

よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
諸
理
論
の
目
遣
の

欠
陥
の
克
服
と
い
う
こ
ど
か
最
人
の
由

折
条
"
と
な
う
ね
は
な
ら
な
い
。
こ
二

で
く
わ
し
く
論
ず
る
余
裕
は
な
い
が
、

そ
の
共
通
の
欠
陥
と
は
、
い
ず
れ
も
が

現
れ
の
体
制
闘
、
階
級
問
の
り
関
係
の

変
化
の
U味
、
そ
れ
が
資
本
ー
氏
体
拗

の
「政
治
的
実
白
丁
義
」
に
き
..う
耳

ル
も

つ
ヒ
と
ら
に
、
制
ヘ
ハー
施
体
制
の

一し

つ
つ
あ
る
危
機
的
状
尻
の

U
脈
を
、

　

内
部

P
各
国
㌃
へ旧
辻
動
の
内
部
に

一
疋

止
し
く
と

り
rん
て
刊
、調
的
に
審
観
化
す

の
1
体
的
な
理

ー1
ろ

b
り
C
い
ろ
、
そ

ろ
こ
と
が
て
・て
な
い
て
い
b
ヒ
い
う

目、

2

ら

り
か
ぎ
り
、
へ
艮

シ

、」畠

吹

て
巻

蜘
氏
ー
ロ
ソ
キ
.ハ
だ

柔

露'

で
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ジイテくずき日の時代 を

 

が

明
常に新しい繊維のパイオニアとして、数 の々すぐ

れた繊維を生みだ してきたテイジン。明 日の時代

をきずく化学繊維の研究に絶ゆま孤努力を払,て
いるテイジン。ティジンは.新 しいアイディアと

センスで、グッドライフ 《すてきな暮 らし》を生

みだすため、日々躍進をつづけていま†.

●創 立 人疋7年6月17日
●資 本 念84億 円

●営業種目 レ騨ヨン・アセテニくド

ニ鋤趨〆認
ノ ウおや

●本 杜 木趣: 、草蜘'
タ て 噌

璽 璽N帝 国人浩絹徽 式会社 灘 向藤響

 

ハ
ニ
ア
流
の

「
彩
剛
1
義
の
ば
く
ろ
」

一の
構
想
も
、
そ
れ
ロ
体
と
し
て
は
、
匿

界
戦
争
に
そ
れ
が
転
化
し
な
い
と
い
う

内
的
保
融
を
な
ん
ら
も
っ
て
い
な
い
。

同
様
に
、
フ
ル
ソ
チ

ョ
フ
の
Ψ
和
八
召

の
政
集
も
、
そ
れ
目
体
と
し
て
は
、
ブ

ル

ン
ヨ
ア
秩
序
が

一
国

一
国
と
変
革
さ

れ
て
つ
い
に
は
無
に
帰
す
う
ま
て

「
平

和
共
存
」
状
態
を
か
な
ら
す
う
け
い
れ

て
く
れ
る
と
い
う
よ
う
な
保
語
を
、
な

ん
ら
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
て

は
、
平
和
共
仔
か
祁

・、ハ
ー
義
へ
の
平
相

的
移
行
の
叫
能
例
を
つ
よ
め
る
と
つ
る

ソ
連
の
1
張
に
わ
い
て
も
、
そ
れ
か
斗

和
的
と
な
る
か
暴
力
的
と
な
る
か
は
終

局
的
に
は
、

「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
勤
労

者
の
11
倒
的
多
数
の
念
慰

に
た
い
ポ

O

搾
取
茜
た
ち
の
抵

乱
の
て
い
と
、
搾

取

者
酷
級
目
身
」
よ
る
冗
力
の
頑
場
い
か

ん
に
か
か

2
て
い
る
」

(
「
第
=
0
回

人
会
決
晶
」
)
と
,
こ
、
敵
の
1
準
」

ゆ
た
ね
て
し
ニ

ノ
て

、
う

だ
ひ
げ
ん

.
つ
に
い

,
て
、
Ar
日
プ

ル

ン
コ
〆
の

「
攻

・m
田
F
、ρ
-
義
」
の

危
機
武
回
卜
」
」,

て
、
そ
れ
か
臣
外

戦
争

へ
の
L
仕
～、ー・』
血
的
に
h例
中
段
ノ
田
陣

f

↓
・

浸

、
ノ

,
バ
ー
八
2

ハー-
、j

I

ー
'

ー
℃
冒

'

「
」
r
'

/匹

の
押
・,
は
、
理
砲
.U
ノ
し
こ
人
朱
を
と

ら

ん
こ
物
頁
申
ゑ
コ
と
な

り

一こ
か
て

・.
な

の
。
こ
の
よ
う
な
択
本
田
に
あ
た

6
し
い
塾
命
理
、副
こ
し
て
航

一
化
山.れ

ろ
,円
龍
竹
を
し
め
す
と

、
に
、
口
吟
的

ナ
ハ運
動
甜
械
の
只
の
統

一
も
、
レ.ム
」
は

し
め
こ
り
仁
の

軋
り
に
つ
・
、こ
と
か
こ

て
ろ

ω

の
月
、

(
『
鋤
犬
分
軌
』
第

一
〇

・
第

四

・
第

一
h
㌧
の
拙
煽
砲

、
ー」
、

「
、

一
、

↓
ー

曹
し
↓
ト

し

{

(政
君
評
輪
家
)

●

●のも産業界の動脈の役割を果たす

です

 

プ富士三機鋼管のパイれは

 

そ

●童業の基幹をなす鉄銅に対する将来の需要の見通しは、通産省あ
るいは鉄鋼連盟などの長期予想にも見 られる通り極めて顕著な伸

長率をしめしております。

●富士三機鋼管は、将来の需要増加に即応するため、昭和36年7月

富{製 鉄の協力を得て、三機工業の鋼管製遺ならびに販売部門が
分離独立し、わが国屈指の鋼管曽門メーカーとしての態勢を固め

ました。

●口iはあザて払'卜、革断の時代です。激しい競むこうち勝ち、業界の
先頭1こ立つナ'ソ・には、閥到なる長賜「卜画が必要であります。

当社は200健 伍円のレ費を投して、名占騨新1場 の建設ならびに

既r、川崎・中津1`rdr場の設備の長期合埋化を抵進する計画を樹て
既にその第一歩に着チしました。

●当社では

1.社 業を通じて公共に寄与する。

2.会 社の繁栄は人の和によつて達せられる。

3.研 究と創意は全ての業務の生命である。

この3つ の社是を指標とし、長期計画達成のため全員が、一致団

結して、生産意欲を燃やしております。

●業界の覇者になるべく、研究を重ね創意をこらしてまい進する富
士三機鋼管を背負う、若い有為な人々の入社を、全社があげてお

待ちしております。

富士三椴鋼管裸式會

　
幌
津

レ

ー

ノ

ヰ

雄
ヒ
札
崎

雅
儒

川

f
F
岡

　矢
響

場

長
臼

工

社
区
屋
田
占
゜

に
名

雄
刊

島

重
都
阪
広

野
棘
大
胎

永長
社
所
所

会

業
張

本
営
出

2

一聯
一
一ソ

 

ろけか

 

つ追
MAKESTHEDIFFERENCE"研 究こそ
るとして新技術 を探究 し、新製品を開発して今日、世界の

。このソニーの飛躍を見て、国内のラジオメーカーはもち
一一ロッパまでの有名なメーカーまでが、トランジスタのラ

ニー製品を目標とした製品を作り出 しました
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テ
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ど

い
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や
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さ
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ソ
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ソ
り
創
を
鵬

世界 を 結ぷ ソニ ー 製晶

これ らの技 術 に よ って 、 ソニ ー ラ/オ が作 られ て いま

† そ のた め ノ ニー ラノ オの 騨 判は ア メ リカ は も ちろ

Aの こ と、 ヨ ー ロ ノパ をは しめ 東南 ア ノ ア.ア フ リカ

の辺 地 に も浸 透 し 「ノ ヤパ ン」 を知 ら ない 、『ソニ ー

フ ァ〆」 が 統 々 畳 まれ て い ます

こ りした 海外 で の 評 判 を反 映 して 羽 田 から飛 立 っ お客

様 のほ と ん どが 、 ソニ ー ラ ノ オを抱 凡て 今 日 も旅 立 ち

ま す

あ なた も ソニ ー ラ ノ オに よ って 今 日の 世 界 の一 員に な

られ る こ とを おす ⇒ め いた しま を

ソ ニー ラノ オは 品 稀 も、 想能 もそれ ぞ れ の使 い方 や項

境 に碗Lて パ フエ テ ィに 占～ん てお ります の で 、必 らず

や あな たの ご 満 足 が1【朽 れ る もの と確1日 して お りま す

トッ プ をゆ く ソニ ー の技 術

しか し、 ソ ニー は 今 な お「パ イ オニ ア ノ ニ ー 」の 名前

に恥 じない 技術 と製 品 で他 のメ ー カ ー を リー ドして お

り ます25A・ 甲,6書 この トラ ン ノス タは メ サ 型 ト ラ ン

ジス タ と 呼ば 鯉 、800メガ サ イ クル と い う高 い 周波 数 の

た め に 闇 発 さ醸 もの で、 世 界中 で も ノニ ー し か製 遣

して お り ませ ん.ソ ニ ー て は この トラ ンノ ス タを 使 用

して 世 界 に始 めて の 本 格的 ヂー タ ブ ル テ レ ビを製 造 し

てお りま す ロ ンデ ンサ ー マ イ ク ロ† ンC-37A型

管 の専 門 メ亀 カ ー と しての ソ ニ ーの 名 前 を世 界中 じ 認

識 させ た 高性 能 の マ イ ク ロ † ン て ξ、 世 界的 に 有名 な

指揮 書 ブ ル ー ノ ・ワル タ ー が驚 嘆 し、 著 名 な ミ 気一

//ヤ ン覧 フ ラ ンク 。 〆プ トラカ 肌 身離 さず笈 用 して

い る とい う逸 品 で ず

■ ご 応 募 乃 、ノ、
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広 告 ・印刷 物}心 どの 中 か

り一 つ な とり上 げ で あ な

乳の ご感 想 ・ご意 見 を まと

めて 下 さい(モ ニタ ー)
像'σ嶋M「1∫・}びB艀2.オ
レ匡ヒレ ド8喰 一 こし

管 ノ ニー へ のア イ テア 製

晶 で も 広 告 で も結 構 で す

「ブ レ イ ン」
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自
か
ら
切
り
開
く

藝

「
教

養

」

[
1

早
く
生
活
設
計
を
た
て
よ

ま
ず
学
問
の
こ
と
。
一容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
ょ
う。

四
月
七
日
(土
)十時
か

ら
各
学
部
で講
義
履
修

一
の
説
明
会
が行
な
わ
れ

る
。
教
養課
程
の
二年

間
は
そ
の
名
の
示す
通

り
、
広
く
一般
的
な教

養
を
身
に
つ
け
る期
間

と
い
う
わ
け
で
、学
部

の
勉
強
と
は
ほ
ど
遠
く文
科
系
学
生
で

も
、
生
物
、
化
学
など
の自
然
科
学
を

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
二年
間
の講
義

に
幻
想
を
抱
い
て
はな
ら
な
いこ
と
を

こ
の
説
明
会
で
う
すう
す
感
じ
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
、
そ
れは
、
十
二
日
に
溝

義
が
は
じ
ま
る
と実
感
と
し
て
わ
か
る

よ
う
に
な
る
、例
年
最
初
の
こ
ろ
こ
そ

教
室
は
い
っぱ
い
であ
る
が
、
四
月
の

終
り
か
ら
五月
の
はし
め
に
な
る
と
、

が
ら
が
ら
に
な
る
のは
、
こ
う
し
た
新

入
生
の
気持
のあ
ら
わ
れ
と
い
え
よ
う

講
義
に出
る出
な
いに
か
か
わ
ら
ず

履
習届
は
か
な
らず
提
出
し
て
お
か
な

け
れ
ば
試験
は受
け
ら
れ
ず
、
三
回
生

に進
め
な
い。
そ
こで
す
こ
し
そ
の
内

ま
ず
社
会
、
人
文
、
自
然科
学
系
列

各
三
科
目
、
計
三
十
六
単
位
は絶
対
に

必
要
、
こ
れ
は
　つ
で
も
足
りな
け
れ

ば
進
単
て
き
な
い
の
で
、
な
る
へく
一

回
生
の
う
ち
に
単
佃
を
と
っ
てお
/、万

が
賢
明
て
あ
ろ
う
。
一一一系
列
の中
に
は

畑
ち
か
い
の
全然
お
も
しろ
く
な
い
も

の
も
あ
る
が
、不
充
分
で
はあ
って
も

あ
る
程
慢
讃
君
の
曽欲
を
渦た
す
よ
う

な
も
の
も
あ
る
の
で、
選
択
に
は
襖
虫

を
期
す
こ
と
か大
切
であ
る
。
出
も
し

な
い
講
義
な
ら、
先
駁
な
ど
に
聞
い
て

比
轍
的
点
の柑
い教
自
の
講
義
を
取
る

こ
と
た
。=

藁

=

=

一「

英

・
独
語

ク

=

=

嵩

=

=

ラ

ヌ

が

大

半

語
学
は
二か
国
諸
必
修
に
な
って
い

る
。大
部
分
は
英
語
・ト
イ
ツ
語
ク
ラ

ス
で、
つぎ
は
ず
っと
少
な
く
な
って

英
議
・フ
ラ
ン
ス
語
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

ほか
に中
国
讃
、
ロシ
ア
語
を
と
る
人

も
いる
か
・
途
申
で
肇

す
る
例
が
乞

罫二
噂

5

安
保
闘
争
で
世
界

に
勇
名
を
は
せ
た
セ

ン
ガ
ク
レ
ン
も
、
現

在
は
分
裂
・混
迷
か

ら
脱
け
出
せ
な
い
で

い
る
。
冷
学
連
(全

国
学
荏
自
治
会
総
連

合
V
と
学
些
運
動
と

は
切
り
離
せ
な
い
の

く
、
続
け
て
や
る
の
は
ピ
いぜ
い二
十

人
ま
で
で
あ
る
。も
っと
も
この
ク
ラ

ス
の
よ
い点
は、
ト
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
が
五十
人
も
の学
生
て行
な
わ
れ

る
の
に比
へ
て、
ず
っと
少
人
数
な
の

で
、本
気
て
や
る
のな
ら
六
いに
や
り

が
い
の
あ
る
こと
てあ
る
。
い
ず
れ
に

し
ても
、ト
イ
ツ
語
ク
ラ
ス
が
大
半
を

占
め
て
いる
が
、
他
の
論
学
に
も
、
大

い
に
息欲
を
燃
やし
ても
ら
い
た
い
も

の
た。
特
にフ
ラ
ン
ス
語
な
ど
、
も
っ

と
多
く
な
っ
ても
よ
さ
そ
う
に
思
え

る
。教
養
課
程
て
は
他
に
、
体
育
実
鼓
を

二年
間
、
こ
れ
に
保
健
理
論
、
運
動
医

学
を
半
年
つ
つの
講
義
で
取
ら
ね
ば
な

ら
な
い。=

溜

=

=

=

余
暇
の
利
用

=

=

窩

=

=

こ

そ

が

大

切

京
大
で
は
二
回
生
か
ら
三
回
生
に
な

る
と
き
に
落
第
制
度
が
あ
る
が
、
不
進

学
者
が
弧
外
に
多
く
、
的
年
肢
は
白
二

十
三
名
も
あ
った
。
ま
た
、
語
学
を
一

譲
顯
織
繕

の
屋

待
・
て
いる
・と
た
ろ
う
.
㎜

大
讐

の
四年
薩

学
問
的
蕩

島

人々
の人
格
形
成
の
過
程
澁

難
幽難
鮮撫

暗
であ
ろ
う
・
そ
段

現
体
制
編

矛
盾
に鋭
・
対
決
す
る
姿
萎

・
㎜

時
でも
あ
・
、
ま
た
、
皇

身

の
㎜

磯
綾
難

ル
の現
状
霜

介
・
菱

そ
れ
・
㎜の

が
含
ん
で
い
る
騒

・
あ
わ
せ
て
湯

聴製
藝

儲馨
瓢

　

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は

全
国
の
大
学
に
組
織
さ
れ
て
い
る学
生

自
治
会
(そ
の
多
く
は
全
員加
盟卿
)

で
あ
る
。
京
大
に
は
昨
年
の
法学
部
、

今
年
に
入
って
の
丁
学
部
自
治会
の成

立
に
と
も
な
っ
て
全
学
部
に
目治
会
が

結
成
さ
れ
て
お
り
、
教
養
部
自
治
会

(通
称
京
C
)
と
L
P
E
J
S
T
AM

F
の
各
学
部
臼
治
会
の
全
学
機関
と
し

て
同
学
会
が
あ
り
、
同
漕」.会
は
冷
爪大

生
で
組
繊
さ
れ
て
い
る
。

党
派
闘
争
の

激
化
は
当
然

学
生
運
動
内
部
の
党
派
闘
争
が
激
し

いの
に
面
喰
ら
う
人
が
多
い
が
、
こ
孔

は
理
論
の
正
し
さ
を
生
命
と
し
て
反
体

制
運
動
を
指
導
し
て
い
こ
ろ
と
す
る
と

こ
ろ
か
ら
く
る
当
然
の
帰
紀
て
あ
る
。

ま
た
、
小
プ
ル
層
で
あ
・£
"生
を
行
動

に
立ち
上
が
ら
せる
た
め
に
は
、
労
働

看
の
よ
う
に
生
活
か
ら
く
る
14
常
裳
求

の
み
を
と
O上
げ
こ
ハた
の
㍗
ね
マ
可

能
で
あ
って
、
正
し
い
情
勢
分
析
に基
{あ
る
。
事
実
、
安
保
闘
筆
は
こ
の路
線

い
て
階
級
闘
争
の
中
心
カ
ン
(政
心的

焦
点
)
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を大
胆

に
学
生
大
衆
の
中
に
も
ち
こ
ん
で激
し

い
討
論
を
ま
き
お
こ
し
て
い
く
こと
に

安保以来の社学同王国
1}1[lllll5「[11i【il「【Elllllii「II「「i}「1「「「「!「!il「[[!「「[「「「![![1旨}II§5}1}1きitlii{【11{5511【ll1;Eilll【lillllill!}11;【III[Ill5

小ブルの急進主義を徹底

 

よ
って
、
¥
4
の
機
敏
哲
、
先
遼輯
を

語
か
し
た
ソ
ンカ
ル
な
エ
ネ
ル
ギ
ーか

ら
急
巡
的
行
勅
ひ
き
出
し
ろ
.つと
す
.O

旧
全
学
連
主
流
派
の
学
生
魂
動
論
か大

}き
な
影響
か
馬
ぽ
し
て
い
る
結
果
で
も

を
徹
底
的
に
貫
ぬ
い
た
†
流
派
の
運動

を
頂
点
と
し
て
、
学
生
運
動
の未
曽有

の
両
揚
を
も
た
ら
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
安
保
闘
争
終
了後
、
全

学
連
盛
流
派
を
指
導
し
た
ブ
ン
ト
(共

産
主
義
者
同
盟
)
の
崩
壊
に
と
も
な
っ

て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
学
生
同
盟
が
約
[

つ
落
ぱ
ば
仮
進
学
と
いう
こと
に
なる

か
、
こ
れ
は数
白人
にも
お
よ
ふ
。
二

年
間
て
以上
のよ
う
な
講
義
をう
け
る

わ
け
だ
が
、教
養
時
代
の
意
義
は
講
義

に
あ
る
と
いう
より
は
む
し
ろ
、
そ
の

他
の
生
活
にあ
る
と
いえ
よ
う
。
こ
れ

ま
で
の受
験
一本
や
り
の
勉
強
か
ら
開

放
さ
れ
て
時
間
の
余
裕
は
た
っぷ
り

あ
る
。
こ
の時
間
を
、
生
か
せ
る
か
生

か
せ
な
しか
か
、
教
養
時
代
の
恵
義
を

決
疋す
る
。
京
大
には
ユ
ニー
ク
な
肩

勒
を
や
っ
て
いる
文
化
サ
ー
ク
ル
が
多

くあ
る
。

こう
し
た
サ
ー
ク
ル
の
盾
動
を
通
じ
て

そ
の思
想
は
よ
り
難
か
に
肉
付
け
さ
れ

て
いく
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル

に加
わ
って
健
全
な
心
身
を
養
う
の
も

読
辞
を
み
っち
り
や
る
の
も
よ
い
だ
ろ

う
。
ま
た
、
京
大
は
学
生
運
動
の
先
進

的
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
か
、
臼
治

会
の
実
践
晒
動
を
通
し
て
自
己
を
き
た

え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
。
京
大
で
は

教
養
部
が
届
動
の
中
核
的
存
在
で
あ

る
。
=

=

冨

=

=

入
学
金
そ
の

甥

=

=

=

=

他

の

諸

経

費

つ
ぎ
に
軽済
生
后
に
つ
いて
。
一応

四月
い
っぱ
い
に
つ
い
て考
え
て
み
よ

う
。学
校
に収
め
る
必
装
経
費
は
、
入

学
金
千
円
、
授
業
科
半
期
分
四
千
玉
百

円
、
法
学
部
学
生
は
月
刊
雑
誌
「法
学

論
叢
」
四年
分
五
千
円
、
経
済
学
部
学

生
は
「経
済
論
叢
し
四
年
分
四
千
円
、

医
学
部
学
生
は
親
睦
団
体
「芝
蘭
会
」

の入
会
金
と
会
費
計
千
円
を
収
め
ね
ば

な
ら
な
い。
こ
の
他
、
同
学
会
費
千
円

、
生
協
加
入
費
一口
四
百
円
(今
年
か

ら
最
低
二
口
)
学
生
健
康
保
険
組
合
費

一年
ご
一鳶
円
、
四
年
千
二
百
な
ど
が

あ
る
。
同
学
会
は
一泉大
全
学
目
給
会
組

織
て
、
今
14
の
学
生
運
動
の
も
っ
と
も

盾
動
的
な
部
分
と
し
て
循
躍
し
て
き
た

か
、
そ
の
た
め
の
費
用
が
か
さ
ん
で
借

金
た
ら
け
で
あ
る
。
学
生
運
動
を
も
り

た
て
る
心
味
か
ら
も
、
納
入
し
て
ほ
し

い。
酢
年
の
納
入
率
は
約
六
割
で
あ
っ

た
。
生
協
は
、
独
占
資
本
の
大
衆
収
奪

か
ら
学
生
教
職
員
の
生
盾
を
守
る
も
の

で
あ
る
。生
拓
必
需
品
は
生
協
へ行
け

ば
まず
そろ
っ
てい
る
。
値
段
も
安
い

加
人費
は卒
業
の
と
き
返
却
さ
れ
る
。

健
康保
健
組
合
に加
入
す
る
と
、
費
用

は
半頷
で済
む
。

=

=

=

嵩

識

最
低

一
万
五

一「

=

=

一「

寓

千

円

は

必

要

教
科書
代
は
、
必
袈
な
も
の
最
低
阪

そ
ろ
え
ると
、
交
科
系
で
約
二
千
円
、

理
科系
では
四千
円
程
度
は
い
る
の
て

は
な
いか
。

一か
月
の
生
盾
費
は
、
下
宿
代
が
二

千
五百
円
か
ら
三
千
円
、
食
費
か
五
千

門
、
そ
の
他
、
最
初
は
日
用
品
を
買
っ

た
りし
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
交
通
費
や

娯
梨
費
も
含
め
る
と
二
千
五
白
円
は
い

る
たろ
う
。
合
計
で
一万
　千
円
ぐ
ら

い
はか
か
る
.
こ
の
他
、
四
月
に
は
思

い
がけ
ぬ臨
時
出
費
が
よ
く
あ
る
も
の

で
、こ
れ
ら
す
べ
て
を
含
め
て
、
二
万

五千
円
か
ら
三
万
円
は
必
致
な
の
で
は

は
いそ
う
な
の
た
が
、
こ
れ
が
四
月
に

は
出
な
い
の
て
、
因
る
者
も
多
い
だ
ろ

う
。
生
活
相
談
窄
は
、
資
金
の
ゆ
る
す

か
ぎ
り、
相
淡
に
応し
て
く
れ
る
。
他

に学
生
課
　.」翫
白
円
の
小
口
融
資
を
し

て
く
れ
る
こと
も
付
け
加
Xて
お
こ

う
。

躍

=

=

翼

=

す
く
な
い
教

=

冨

一[

錯

=

官
と
の
交
流

大
学
では
、
殊
に
教
餐
課
程
て
は
高

校
時
代
よ
り
以
上
に
、
教
賞
と
の
交
流

が
な
い。
し
か
も
、
局
囲
に
い
る
学
些

は
、
こ
れ
ま
て
一面
識
も
な
か
った
者

か
多
い。
し
た
が
って
、
最
初
の
こ
ろ

一は
、
他
入
と
の
つ
な
か
り
が
少
な
く
ど

う
し
ても
生
仙
が
、
こ
れ
ま
て
と
は
違

った
意
味
て
閉
鎖
的
に
な
る
。
そ
し
て

そ
れ
に
エリ
ー
ト
意
識
か
紬
び
つ
い
て

こ
の
時
期
は
、
大
き
な
可
能
性
を
持
つ

Y
面
、
危
険
な
時
と
も
い
え
る
。
奇
妙

な
エリ
ー
ト
意
識
は
捨
て
去
ら
ね
は
な

,な
かろ
う
か
。
も
っと
も
、
こ
れ
だ
け

の
金
額
がな
け
れ
ば
絶
対
に
だ
め
だ
と

い
う
わけ
では
な
い。
そ
れ
は
そ
れ
な

り
に
、か
な
り
硬
宜
が
は
ら
わ
れ
る
。

入学
金
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
授
業

料
には
少
数
で
は
あ
る
が
、
免
除
さ
れ

る
場
合
や
月
毎
の
分
割
払
い
も
、
申
請

し
て
パ
ス
す
れ
ば
許
さ
れ
る
。
諸
会
費

に
し
て
も
ど
う
し
て
も
無
理
な
ら
、
か

な
ら
ず
便
受
を
は
ら
っ
て
く
れ
る
。教

科
書
代
は
す
べ
て
新
本
に
つ
い
て
の額

で
あ
り
、
古
本
を
買
っ
た
り
、先
蝦
に

ゆ
ず
って
も
ら
う
手
だ
っ
て
あ
る
。

そ
れ
で
も
な
お
蕾
し
い
人
は
、厚
生

課
の
生
盾
相
談
字
に
行
け
ば
、
二千
円

か
ら
五
千
円
の
範
囲
で
生
盾資
金
が借

り
ら
れ
る
。
昨
年
一年
間
に
、
一回
生

が
こ
こ
で
借
り
た
額
は
、
二十
七力
九

千
円
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。今
年
度
は高

枚
で
特
別
奨
学
生
(毎
月
七
千五
白円

支
給
)
に
パ
ス
し
た者
が
二～
三
百
人

鴫
G
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も
貫
徹
さ
せ
よう
と
いう
部
分
で、
先

に
述
バ
た学
生
運動
論
を
否
定
し
て
学

生
を
プ
ロ
レ
タ
リア
の側
に
「獲
得
」

す
る
こ
と
を
運動
の発
展
の指
標
に
し

て
い
る
。
こ
れ
に反
し
て京
大
では
旧

主
流
派
崩
壊
後
も
、関
西ブ
ン
ト
が
指

導
す
る
社
学
同
が
運動
の申
心
を
占

め
、
オ
ー
ソ
ト
ッ
ク
ス
な大
衆
運
動
を

年
崩
全
学
連
の
指
導
部
を
占
め
る
に
至

O
、
そ
の
後
、
反
主
流
派

(旧
全
目

連
)
の
大
多
数
の
日
本
共
産
覚
よ
り
の

分
離
と
と
も
に
各
派
抗
争
か
激
しく
な

り
、
行
動
の
統
一も
保
て
な
く
な
った

マ
ル
学
同
は
嘆
田
寛
{の
「反
静
反
ス

タ
ー
リ
ン
ズ
ム
」
お
よ
び
「プ
ロ
レ
タ

リ
ア
的
白
剋
の
論
理
」
を学
生
運動
に

黎 饗籔 融胃矯 翻前にあつま

 

追
求
し
て
、
最
も広
汎
な部
隊
を
な
し

て
い
る
。
同学
会
の委
員
長
新
開
純
也

君
(文
二
)
、
書
記
長石
橋
秀
席
君

(農
二
)
、京
C委
員
長
山
下
明
宏
君

(経
二
)
、
副委
員
長茂
出
一
義
君

(教
一)
ら
を
中心
に、
同
学
会
中
央

執
行
委
員
、
同執
行
委
員
、
教
養
部
常

π
委
員
の
圧
倒
的多
数
を占
め
全
困
最

強
の
社学
同
王国
であ
る
。
こ
の
派
の

理
論
的指
導
者
浅
田
隆
治
君
(文
四
)

は
、京
都
府
学
連
委
員
長
と
し
て
、
精

力
的
に活
動
し
てい
る
。
ま
た
、
学
部

自
治会
は
農
、
医
、
薬
を
除
く
全
学
部

が
社学
同
を
中
心
と
し
て
執
行
部
を
形

成
し
て
い
る。
し
か
し
何
と
い
って
も

南
心
と
な
る
のは
教
養
部
で
、
約
四
千

人
の
学
生
大衆
を擁
し
て、
各
ク
ラ
ス

の
自
治
委
員
や活
動
家
た
ち
の
層
も
厚

く
、
六
月
、十
二月
の同
学
会
全
学
区

教
萎
部
正
副委
員
長
の選
挙
に
は
激
烈

た
オ
ル
グ
合戦
が演
し
ら
れ
て
い
る
。

市
公
安
条
例

の
適
用
強
化

学
生
運
動
と街
頭
デ
モ
と
は
切
り
離

せ
な
い
が
、安
保闘
争
のと
き
に
は
数

の
多
き
に
圧
倒
さ
れ
て
いた
治
安
警
察

も
、
昨
年
の
政
暴
法闘
争
では
市
公
女

条
例
を
タ
テ
に
激
し
い弾
圧
を
行
な
う

よ
う
に
な
り
、現
在
渥
美
文
夫
前
同
学

会
委
員
長
、
浦野
文
彦
同
副
委
員
長
お

よ
び
前
記
の新
開
、
浅
田
、
茂
田
の
計

五
君
が
いず
れも
起
訴
さ
れ
て
お
り
、

苦
し
い裁
判
闘
争
を
展
開
し
て
い
る
。

全
国的
に退
潮
の著
る
し
い
学
牛
運

動
も
、憲
法
改
悪
へ向
け
て
よ
う
や
く

統
一の機
運を
{
せ始
め
て
お
り
今
年

嗅
中
に
は介
学
巡
の実
質
的
な
統
一大

会
が
も
た
れ
る方
同
で各
派
と
も
動
い

て
いる
。

生協は、小さな百貨店(生協吉田販売店
、書籍部の風景)

 

ら
な
い。
そ
し
て
、
同
分
が
今
、
臼
己

形成
への
岐
路
に
立
って
い
る
の
た
と

いう
こ
と
を
、
は
っき
り
と
知
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
大
学
の
四
年
閥
は
、
そ
の

上
に
ヱ
って
こ
そ
、
諸
君
に
と
っ
て
ぽ

義
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

7

日」
,
F

門
ーヨ

の
圖上
、
厘
動
の
楢
及
を
図
り
、

せて
本
学
学
生
の
心
身
の
紳
必
、
品
盤

の
陶
冶
に
資
し
、
も
2て
学
徳
兼
備
に

し
て
為
為
の
人
材
を
作
る
を
目
的
と
す

る
」
組
繊
て
国
並
大
学
中
最
大
と
い
わ

れ
る
三
十
四
の
運
動
部
の
ほ
か
に
、
白

浜
サ
マー
ハウ
ス
・合
価
所
な
ど
会
員

が
格
女
て
利
用
て
き
る
施
設
を
設
け
た

「り
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
を
貸
し
出
す
な
ど

学
内
体
倉
振
興
に
関
す
る
事
業
を
行
な

って
いる
。
ほ
か
に
春
の
運
動
会
、
十

一月
祭
の際
の
球
技
大
会
な
ど
も
体
育

会
で主
侃
す
る
。

=

=

=

=

=

現
孔
爪大
に
は
各

運
動
部
の
上
部
組
織

と
し
て
体
育
会
が
あ

る
か
、
ま
ず
最
初
に

「体
育
会
」
と
い
う

組
織
と
そ
の
現
状
を

紹
介
し
よ
う
.

休
肯
会
は
「京
都

・
大
学
に
お
け
ろ
体
育
あ
わ

体
育
活
動
軽

一「

=

一

=

=

視

の

傾

向

大

現
在
の
学
牛
ス
ホー
ツ
界
にお
いて

は
私
大
か
そ
の
†
滅
を占
め
、
ア
マチ

ュ
ア
・ス
ポ
ー
ツ
は
一部
学
生
に独
占

さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
いる
。
学
業
と
ス

ポ
ー
ツ
の
両
醜
の囚
難
な事
か
そ
の
大

き
な
原
因
に
な
っ
て
いる
のだ
が
、
同

じ
よ
う
な
傾
同
は'継
入体
含
会
に
お
い

て
も
次
第
し
濃
-、月にな
り
つ
つあ
る
。

体
台
会
が
各
運動
耶
の甲
な
ろ
浬
絡
機

國
と
化
し
つ
つあ
り、
休
ムー3の
酋
及
と

い
う
顧
か
なお
ごり
に
さ
れ
か
ち
な
の

が
現
状
た
.現
衣
、
体
脅
会
員
は
千
五

百
名
。
全
冶
コ
の
五
%
～
一〇
%
し
か

休
、B会
に
加
人
し
て
い
な
い
私
入
と

は
、
炉
の
会
員
数
て
は
比
転
に
な
ら
な

いほ
ど
多
い
の
た
か
、
ま
た
ま
た
嶺極

的
に
体
育
会
の
諸
施
設
を
利
用
した

り
、
行
事
に
参
加
す
る).r宇
ほず
く
な

い
。
全
学
生
の
五割
の
会
貝数
を
獲
弓

す
る
の
が
体
員
途
の
目
標
た
か、
そ
れ

も
困
鰭
な
よ
う
だ
」
圃
)
人?
と
いう

悟
質
L,、
体
肯
唖
動
鮮
硯
と
hう
弊
習

は
す
ぬ
か
れ
な
い
も
の
な
の
んろ
う

か
。
一般
ノ
乱
の
体
育
活
動
に
"す
り

無
関
心
か
、
戦
郎
、
学
片、ス
ホ
ー
ソ界

と
雄
ど諦
さ
れ
た
京
大
の
二
、
三
を
の

ぞ
く
多
く
の
運
動
部

を
凸
日
の
お
も
か
げ

も
な
い
状
態
に
レ
て

い
る
原
因
に
も
な
っ

て
い
る
の
は
肇
実

た
。
た
と
え
は
硬
武

野
球
部
の
場
合

職

績
か
振
わ
な
い
か
ら

一般
学
井
の
観
灘
か

少
な
い
の
か
、
観
客

が
少
な
い
か
ら
戦
績

が
か
ん
ば
し
く
な
い

のか
「鶏
か
先
か
、

卵
か先
ゆ」
と
い
っ

た
関
係
にあ
ろ
の
だ

が
、観
容
が多
け
れ

ば
耶負
の戦
毬か
上

が
る
事
は
舶
か
なこ

と
な
の
迄
.

休
行
会
の昨
奪
の

多
鉾
は約
日
二十
万

円
、
そ
のう
ち
六十

万円
は、
白
浜
サ
マ

ー
・ハウ
ス
の維
竹

費
、
スポ
ー
ツ
川
只

費
〃ダ
ー
ク
・

の力
盗
.」不
足
は
補
わ
ね
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
。先
戴
ヤ会
社
か
ら
の
寄

臼
癒
あ
あ
り
た
り、
グ
ノス
パー
ブ
イ

在
僧
し
て
て
ω
利益
を期
待
せ
隔は
な

ら
な
い
部
も
出
て
く
る訳
な
の
た
。
そ

の
た
め
部
員
は
貴弔
な練
習
時
間
を
削

㌧
ね
は
な
ら
為
い
。練
習
時
間
の不
足

は
戦
績
に
如
実
に
影
響
つ
る
、予
算
を

め
く
る
悩
{は
ど
の
部
に
ち
ある
のた

よ予算不足
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フ
ル
τ
新
聞
"
〃澱

眉
"の
作
製
費
、
望
曲
会
の
費
川
な
と

の
本
部
経
費
に
久出
」れ
、
残
り
パ
十

万
円
か
各
運
崩
護
に
剤
り
当
ご
152杣

た
。
し
か
し
てれ
り
k
団国
力円
か
ら

少
な
い
部
て
は
わ
す
か
ご
f円
し
か.抜

助
て
さ
な
い
の
た
。
も
ち
ろ
ん
μ巾は
か

ら
部
費
を
徴
収
つ
る
の
か孔
分
な級
に

は
な
ら
な
い
。
い
き
お
い各
部
が
種
々
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個
人
の
意
欲
こ

そ
主
体

発
展
性
あ
る
痛
烈
な
自
省
を

状
況
を貝
イ
r
ー
龍

介
し
つ
つ、
そ
れ
ら

の
課
題
に
つ
いて
も

ふ
れ
よう
。

京
大
生
のサ
ー
ク

ル
活動
に対
す
る
見

解
を数
亭
で一小せ
ば

次
の通
り
であ
る
。

京
大

の
文
化
括
動

一
83
%
、
学
部

(三

西

回
生
)
て
71
%

本
臼
こ
導

一
も
あ
る
。
一[

(こ
れ
は昨
年
六
月
泉大
新
聞
世
論
調

査
の
鮎
果
に
よ
る
)

▽
サ
ー
ク
ル活
動
に参
加
し
て
い
ま

す
か。
あ
るサ
ー
ク
ル
に
属
し
て
い
る
。

翻
%
二
回
生
)

55
%
(二回
生
)

43
%
(学

部
)

い
ま
活
動
し
て
いな
いが
や
る
つ
も

り
た
。
22%
(面
生
)

10%
(二
回
4
)

6%
(学

部
)

活
動
した
いが
適
当
な
サ
ー
ク
ル
が

な
い。1
1
%
(一回
生
)

18%
(=
回
生
)

21%
(学

部
)

す
る
U義
が
な
い

ー%
(一回
↓

4%
(二
生
回
)

2
%
(学

部
)

そ
の他4%
(一回
塩
)

9%
(二
回
生
)

18
%
(学

部
)

無
回
答0%
(
レ
ノ)

4%
(二回
↓

10%
(学

部
)

こ
れ
に
よ
れば
、
サ
ー
ク
ル
活
動
に

参
加
し
且
つ
した
いと
濯
ん
で
い
る
人

の
総
数
は
一回
生
}.」95%
、
二
回
生
へ.㍉

そ
れ
で
は
ど
のよ
う
な
サ
ー
ク
ル
が

}

礪
鶴
靴靱

韓

礁

み蔦

とし墓

然と製

古
い
も
のか
ら新
しい
も
の
。
動
的
な
同
じ
も
のが
集
ま
った
り
す
る
だ
け
て

も
の
か
ら静
的
な
も
の
、
芸
術
的
な
も

は
又化
沽
動
の
昂
蜴
は
望
み
え
な
い
ば

の
か
ら
政治
的
な
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
文
か
り
か
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
は
や
【

化
面
に
わた
っ
て
いる
。
具
体
的
に
あ
が
て
消
え
て
ゆ
く
し
か
な
い
こ
と
を
わ

げ
た方
が
阜
い
だ
ろ
う
。
別
え
ば
劇
れ
わ
れ
は
経
験
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

継轟
餅
蕨
紬
孔。牌

匙

艦
誌

鰍
嶽
勤
恥
鰍
鷺
蹴

棒
昨
鶴
海
軌

会
、部
落
問
題
研
究
会
、
唯
物
諭
研
究

京
入
又化
連
動
の
い
わ
ば
総
決
鈴
と

会
、平
和
を
守る
会
、
中
国
研
究
会
、
し
て
の
十
一月
祭
が
終
わ
る
た
び
に
、

農業
聞
題
研
究
会
、
英
会
話

(E
S
こ
れ
も
ま
π変
わ
ら
ぬ
山
山
行
ト
の
よ

S
)、
虫
と
植
物
の
芸
、
美
術
部
、
囲
う
に
、
そ
の
不
毛
性
か
駄
炉
漏
て
さ

碁
、将
棋
な
ど
、
変
わ
った
と
こ
ろ
て
た
。
研
かに
わ
れ
わ
れ
は
ての
.汽う
な
{

は縫

術
饗

ヘ
フ
ス
ヤ
ハリ
く
る
不
評

爵

・
一し痛
裂

目
省
ル
竺

1
ぷ
、
狂
口研
究
会
、
ヱ
ス
ペ
フン
ト
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
い
ま
こ
・ご

会
・
そし
て多
少
運
動
務

色
あ
い
を
て
不
し
纂

・川る
こ
と
が
こ
の
粘
介
の
.

も
ち
、算

の木
開
地
に
集

・る
等

・図
て
は
な
い
.
歪

の
鞘

の
い
三

検部
、遣
学
指
導
の
親
学
会
、
そ
し
て
も
新
し
い動
さ
を
小し
っ
っ
あ
る
サ
ー
㎜

欺
舗
鰐
顧
鷺
鴛
縫
膨
獅膣
鴨
鶴
竺

と
川いわ
れ
る
の
て省
略
す
る
か
、
こ
れ
伯
品
を
も
の
し
た
。
部
落
閂
題
術
究
弐

ら
の
サ
ー
ク
ル
の他
に
多
く
の
サ
ー
ク
は
、
利
会
の矛
屑
か
集
豹
的
に
表
現
し

温轍
膝
礫
鎖、撒
瀬

響

ニ

ニ

ニ

む

ト

ロユ
チ
ん
べ
み
て
い
る
り
よ
た
　
　
い

す

べ

き

も

の

及
は・
騒

を
テ
⊥
え
レ
ζ

甲

いう
壷
.」も
な
く
文
化
座
動
と
い
う
・化
」
を
も
って
甲囚
巡
ザ
η氏
け、
押

一地

ヒ
ロ
ソ
マ
の
地

[、」
抽
奴
と
炉
ヘ
ノ
越

　
ム
ロ
カ
サ
　
ク
ル
か

へ
つ
の
お
を
れ

っ

て
は
求

け

れ
ど
"
こ

て
駐

け

・売

え
た
比
ノ
壌

か
ち

/た
・

な
い
、
μ
す

変
」
し
い
質

貼
と
介
硬
な

一

℃
コ
の
か
た
よ
り
に
な

2
一

,〃
・≧

=

=

=

=

襖
は
り
か
ら

=

=

=

=

探
検
部
ま
で

・創
造
力
、燃
える
よ
う
な
舷
欲
に
み
ち

た
〃個人
"
こ
そ
が
文
化
運
動
の
ヤ
体

てあ
り、
文
化
巡
動
の
水
攣
は
そ
の
よ

う
な
個
人
の
総
体
と
し
て
計
ら
れ
ね
は

な
ら
な
い。
そ
し
て
サ
ー
ク
ル
こ
そ
は

その
よ
う
な
個
人
に
よ
って
丈
ス
ら
れ

でな
いサ
ー
ク
ル
、
単
に
人
間
関
係
の
一

多い無関心層 弱体化
の一因

 

いの
c.』な
い
か

卦
も
あ
る
、
～
算
に
閉
す
(商
題
が
多

く
、
そ
の
鱈
抜
力
困
硫
な
た
け
に
当
然

出
ご
、Nる
小、醐な
の
た
.

今
郵
か
り佃
例
の
「東
人
戦
」
が廃

d
さ
れ
る
レ
に
な
っ
た
。
し
か
し
これ

は
祝
来
の
紅
へ口の
な
対
戦
か
な
く
なる

た
け
て
、
束
大
た
け
と
の
武合
を行
な

う
か
ど
う
か
は
各
運
動部
にま
か
す
ご

咋
L十
月
、
京
大

に
射
畢場
が作
ら
れ

た
時
、
そ
の費
用
か

ど
二
か
ら出
た
のか

と
い
う
疑
問
が
出

た
。
現在
、文
部
省

か
一り
人
≠
の
厚
生課

へ
「課
外
活
動費
」

と
い
う
名
目
で
いく

ら
か
の
f
算
が出
さ

れ
て
い
る
、
射
撃場

の
費
用
は
粘
局
、
こ

こ
か
ら
出
た
も
の
た

が
そ
の
「課
外
盾動

費
」
が
一体
ど
れ
ほ

ど
な
の
か
は
大
学
側

か
・52は
一切
公
衣
さ

れ
な
い
。
何
と
な
く

不
明
朗
な
感
し
を
ま

ぬ
かれ
な
いの
た
か

こ
の
「課
外
酒
動
費
」

の
う
ら
体
而
國
係
の

謹
川
は
体
台
会
の
卦

隠
を
参
だ
に
し
て
運

用
』

く
れ
て
も
よ

、
と
い
う
体
合
会
軒

と
に
な
る
。
当
然
ス
ケ
.ン
ェ
ー
ル
の
関

係
で
見
合
わ
せ
る
部
も
出
て
く
る
が
、

旧
七
葡
大
の
間
で
行
な
わ
れ
る
「七
大

戦
」
の
機
会
も
あ
る
。
伝
統
の
「東
大

戦
」
が
廃
止
さ
れ
る
の
は
少
し
さ
び
し

い、
と
いう
人
も
あ
る
か
、
こ
れ
も
莫

大
な遠
征
費
な
ど
を
考
え
れ
ば
趾
む
フ

得
な
い措
置
な
の
だ
ろ
う
。
と
に
か
く

何
を噂
る
にも
予
算
不
足
が
障
壁
に
な

る
こと
か
多
いの
だ
。

つき
に各
運
動
部
の
う
ぢ
で
二
・三

の
部
の
昨
什
度
の
活
動
を
見
て
み
よ

う
。
=

昌

=

=

=

大
活
躍
し
た

=

=

=

=

=

ラ

ク

ビ

ー

部

と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
はラ
グ
ビ
ー

部
の
め
ざ
ま
し
い
盾躍
だ
。昭
和
初
期

の
全
国
制
覇
当
時
キ
ャ
ップ
テ
ンだ
っ

た
星
名
氏
が
昨
春
渡
英
し
て取
り
入
れ

た
ハ
イ
ス
ピ
ー
ト
ラ
グ
ビ
ー
を採
用
し

た
結
果
関
西
天
学
リ
ー
グ
第
一部
で三

位
、
関
内
の
強
豪
、
京
都
布
役
所
に
も

接
戦
の
末
こ
れ
を
破
っ
た
.
さ
ら
に
止

月
の
東
内
対
抗
で
皐
大
を
も
破
る
盾
躍

を
し
た
。
他
に
は
七
大
戦
・東
入
戦
に

優
勝
し
た
卓
球
部
、
京
滋
リ
ー
グ
戦
に

春
。秋
と
も
優
勝
し
、
全
日
本
大
会
に

二
年
連
続
近
畿
代
表
と
し
て
出
場
し
た

準
硬
式
野
球
部
な
ど
が
め
た
っ
て
い

る
.
ま
た
今
年
の
話
題
と
し
て
は
硬
式

野
球
で
は
今
年
か
ら
.二
部
制
が
採
用
さ

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
関
内
六
大

学
リ
ー
グ
の
最
下
位
校
と
、
近
畿
六
大

学
リ
ー
グ
。京
滋
大
学
リ
ー
グ
の
う
ち

の
最
L
位
校
と
の
対
戦
の
結
果
、
勝
者

は
関
西
六
大
学
リ
ー
グ
に
敗蓄
は
他
の

二
つ
の
ど
ち
ら
か
に
入
る
と
い
う
制
度

が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
硬
式野

球
部
の
進
退
が
注
目
さ
れ
る
。

◇

◇

:
"
°一=
::

=
一=:
ξ
:°㌫
.=
7
="."鵠゚
巽
雛
=
曜雛
"=
冒閃"
7
轟
=』
器

巽゚雛
鷲
冊駆"""器
"°84岬

個
人
の
殻
を
ゴ
る
に明
け
廿れ
た
り
、

b
る
い
は
わ
れ
わ
れか
女保
な
ど
で
経

駄
し
た
よ
う
な激
彰
を
激
帖
のま
ま
発

改
・、-巳
て
し
ま
うと
・く㌧に
叉化
沽
動
の

不
毛梱
か嘆
かれ
る
のて
あ
って
、
そ

れ
を
昇華
し田し想
の
域
に
ま
で
高
め
ら

れ
たと
き
に
ての
果
夫
を
つ
み
と
る
こ

と
か出
来
る
の
てあ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

く、年
の卒
業
生
た
ち
の
山
に
、
彼
ら
の

残
さ
れ
た
課
題
を
分
散
し
た
職
場
に
も

ち
こ
ん
て
、
共
同
研
究
を
続
け
よ
う
と

す
る
い
く
つ
か
の
ク
ル
ー
プ
を
兄
た
。

お
そ
ら
く
彼
ら
は
こ
れ
ま
て
築
さ
あ
げ

て
き
た
内
画
的
な
も
の
と
将
来
ふ
み
出

す
祁
会
を
見
比
べ
な
が
ら
、
た
く
ま
し

く
、前
遣
づ
る
た
め
に
、
や
ら
な
い
で
は

い
ら
れ
な
い
課
趣
准
見
出
し
た
の
で
は

な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
個
人
と

集
出
の
持
つ
べ
き
灸
の
一つ
の
モ
テ
ル

を
鈷
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
患
う
。

=

=

=

=

=

文
連
結
成
も

=

=

=

=

調

今

年

の

課

題

さ
ら
に
京
大
の
文
化
運
動
を
諮
る
際

タ
レ
ン
ト
の
問
題
は
さ
て
お
い
て
も
、

加
.賦の
α
94
ぴは
全
く
ひ
ど
い
も
の
て

ある
。
文
化
運
動
に
使
う
こ
と
の
出
来

る
資
金
は
わ
す
か
に
同
学
会
か
ら
分
配

さ
れ
る
も
の
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
臼
費
で

ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分

た
ち
だ
け
の
ホ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
は
こ
く
例
外
的
で
多
く
は
三

つ、
時
に
は
五
っ
も
の
サ
ー
ク
ル
が
一

つ
の
ホ
ソク
ス
を
共
有
す
る
し
か
な
い

の
で
あ
る
、
こ
う
い
う
状
態
で
は
た
と

え
優
秀
な
タ
レ
ン
ト
が
い
た
と
し
て
も

満
足
へ
盾
動
が
出
来
よ
う
はず
が
な

い
。そ
し
て
こ
の
よ
う
な
資
金
、施
設
の

面
を
改
善
し
、
さ
ら
に
は
不
毛倣
を打

販
す
る
た
め
に
文
化
サ
ー
ク
ル
連絡
協

議
会
の
編
成
を
す
る
動
き
が
、
昨無
春

以
来
見
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
結
成
に
ま

で
至
ら
な
か
っ
た
。
文
連
の
結
成
は
、

京
大
叉
化
運
動
の
せ
ま
ら
れ
て
い
る今

年
の
課
題
の
一つ
で
あ
る
。

文
化
サ
ー
ク
ル
の
貧
困
は
こ
う
し
た組

織
と
か
資
金
と
か
の
外
的
条
件
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
る
個

々
人
の
間
題
息
識
や
主
体
性
が
そう
し

た
悲
条
得
を
克
服
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ

って
乗
り
こ
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
な
の
だ
。

氷力発電 所用 氷圧鋼 管
氷 道 用 溶 才妾 鋼 管
舖 管 杭

舗 酉#錐 工斯
締役紅長 酒井芳申
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こんな点が優れて居ります

① 軽 く打 て ま す

お好みに応じてタソチの強さを自由にコン1・ロールできまず

② ハ ー フ ス ペ ー ス て も 打 て ま す
、、7澗のスペ…スを'ドスペース 轍通は1スペース)単位で山1;に}1ii、;fll1,出
メおこき

③ マ ー ジ ン ス ト ッ プ を 越 え て 印 字 可 能
'庁1.!ナf」1いノ越 ンこ1こ自i'」':した 篭 暢rrマ ー一一ジ ン リ リ・一ス キ・でる113」 レ『♪ ご

自巧 『・∫1」1二

取 扱 所 即

京 吊大学生活協「r弓組合 地 下 覚 店 文 呉 部

ブラザー ≧シン京部 サー ビスステー シ雪ン
(がまプ1;ノくメL臼倉)

本 社

名古屋市瑞穂区堀田通9-35(81)代2511

④ カ ラ ー チ エ ン ジが て き ま す
固。スアンニノレ・拷、の.、.遠ノけ三い分けて1設1ゴ.:丸}から膳"」「版、"武1氏と汀ミ
ノ　ノ

⑤ ワ ン タ ッ チ で バ ー の も つ れ を 直 しま す
・タイブ ハ『 か もつれr二鵡 マー ジ ン リ リー ス キ でを 押 こは しつ イしか ゴ距む均

に しミリ よノ

⑥ ラ ィ ン ス ペ ー ス を 変 え る 事 が で き ます
行II「ljは3段1聴(1行1.5f∫2行)にかえることが出豪圭g一

 

コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

が

こ

こ

か
ら

生

ま

れ

て
く

る
!

●
工
場
設
計
が
能
率
を
決
め
る

こ
の
能
率
向
上
の
た
め
に

動
力
の
伝
導
と
運
搬
シ
ス
テ
ム

の
合
理
化
が
現
代
の
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
椿
本
チ
ヱ
ィ
ン
は
こ
れ
ら
の

問
題
の
才

一
人
者
。
技
術
を
た

え
ず
研
究
し

そ
の
設
計

施
工

に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

各
種
産
業
に
協
力
し
て
い
ま
す

●
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
に
セ
ー

ル
ス
に
明
日
を
開
拓
す
る
当
社

で

ぜ
ひ
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

他 勝 大 貴

儀部村 缶
窓 取 身

ll諦惣
多 役 務 社
数 幹
お 部

2
」丘9

887
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同
じ
民
族
が
社
会体
制
を
異
に
す
る
二
つ
の
国
家
に
分
裂
し
抗
争
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、第
二
次
大
戦
が
人
類
に
残
し
た
い
た
ま
し
い
傷
痕
の
一

つ
で
あ
る
。
朝
欝
、ヴ
ェト
ナ
ム
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
。
こ
の
こ
と
は
、
そ

の
当
事
者
に
と
っ
て
は深
刻
な
悲
劇
で
あ
る
が
、
第
三
者
的
に
い
う
な
ら
ば

社
会
主
義
と
資
本
主義
の競
争
と
い
う
好
箇
の
テ
ー
マ
を
提
供
す
る
も
の
で

も
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
、こ
の
点
で
特
に
興
味
が
あ
る
。
西
欧
文
化
の
甲
心
で

資
本
主
義
の
高
度
に
発展
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
主
義
(東
ド
イ
ツ
"

正
式
に
は
「ド
イ
ツ民
王共
和
国
」
)
の
現
在
と
将
来
は
発
展
し
た
資
本
主

義
国
に
お
け
る社
会
主
義
実
現
の
可
能
性
の
問
題
に
か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る

こ
の
よ
う
な観
点
か
ら
、
一年
半
ほ
ど
の
ド
イ
ツ
生
活
の
経
験
を
通
し
て

私
の
感
じ
た
こと
を書
く
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
私
は
、
主
と
し
て
西
ド

イ
ツ
(フ
ラ
ンク
フ
ル
ト
・ア
ム
・
マイ
ン
)
で
生
活
し
、
東
ド
イ
ツ
に
は

前
後
二
回
、十
日足
ら
ず
の
旅
行
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
西

ド
イ
ツ
の
経
験
が主
と
な
って
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
予
じ
め
読
者
の
御
了

解
を
え
な
け
れ
は
なら
な
い
。
ま
た
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
事
柄
の
理
論
的

実
証
的
な
分析
は
、ま
た
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で

は
こ
の
よ
う
な
分
析
の根
底
に
あ
る
私
の
問
題
恵
識
と
い
った
も
の
に
な
る

男末U禾足西ドイツに住んで……

 

▼
▽
▽

▲

粛
独
に
は
魅

力
が
あ
る
か

震
下
イ
ツ
か
ら
西
ド
イ
ツ
へ
の
避
難

民
の
数
は
、
三
百
万
を
越
え
て
い
る
。

反
対
に
、
西
か
ら
菓
への
移
動
は
、
そ

の十
%
く
ら
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
正

確
には
分
ら
な
い
。
如
何
な
る
条
件
の

も
と
でも
不
平
分
子
は
絶
え
な
い
し
、

西
下
イ
ツ
の竃
伝が
は
げ
し
く
、
そ
れ

に
ペ
ル
リ
ンと
いう
逃
亡
の
恰
好
の
出

口
が
あ
る
。だ
か
ら
、
東
か
ら
西
への

逃
亡
者
が
あ
る
と
い
う
こ
と
から
、
東

ド
イ
ツ
を
非
難
し
た
り
、
そ
の社
会
体

制
を
批
判
す
る
こ
と
は
誤
り
であ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
過去
十
五年
の
間
に

三
白
万
を越
え
る
避
難民
の数
は
、
そ

れ
を
社
会"
義
に
た
いす
る不
平
分
子

で
あ
る
と
か
、
西
ドイ
ツ
の煽
動
に
よ

る
、
と
し
て
か
たず
け
る
には
、
余
り

に
多
過
き
る
。
や
は
り、
東
ド
イ
ツ
の

側
に
お
い
て反
省
す
べき
も
のが
あ
る

と
考
え
ざ
る
を
え
な
い。
わ
た
く
し
自

身
、
東ド
イ
ツ
を擁
護
し
て
いて
、
そ

の都
度
こ
の
避難
民
の数
を
東
ド
イ
ツ

の非
難
の根
拠
と
し
て示
さ
れ
、
返
答

に窮
す
る
と
いう
辛
い経
験
を
し
ば
し

ば
味
わ
った
。

東
ド
イ
ツ
の社
会
主
義
統
一覚
第
一

書
記
ウ
ルブ
リ
ヒ
トが
、
か
って
ズ
タ

ー
リ
ニ
ス
ト
であ
った
こと
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。ソ
ヴ
エト
共
産
覚
第
二

十
二回
大会
で非
ス
タ
ー
リソ
化
が
さ

ら
に
強
化
さ
れ
る
と
、
ウ
ル
プリ
ヒト

も
す
ぐ
に
自
分
が
昔
か
ら
反
ス
タ
ー
リ

ン
的
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
声
明

す
る
と
と
も
に
、
東
ベ
ル
リ
ン
の
誇
る

ス
タ
ー
リ
ン
通
り
は
、
カ
ー
ル
。マ
ル

ク
ズ
通
り
と
改
名
さ
れ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
公
然
と
開
始
さ
れ

た
ソ
ヴ
エト
共
産
党
第
二
十
回
大
会
か

ら
五
年
た
って
、
し
か
も
、
第
二
十
二

大
会
後
は
速
に
興
私
の
西
ド
イ
ツ
の
友

人
達
は
こ
の
事
件
を
嘲
笑
し
た
。
私
の

気
持
は
複
雑
だ
った
。
東
ド
イ
ツ
の
社

会
主
義
統
一党
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
主
義

の
影
響
の
下
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
主

義
を
建
設
し
て
き
た
の
か
?
単
に
ス
タ

ー
リ
ン
個
人
を
断
罪
す
る
だ
け
で
な
く

ス
タ
ー
リ
ン
の
指
導
の
も
と
に
お
け
る

社
会
主
義
建
設
過
程
の
誤
り
に
ま
でそ

の
批
判
が
及
び
、改
め
ら
れる
の
でな

け
れ
ば
、
非
ス
タ
ー
リ
ン化
も
空
念
佛

反束の威情

 

るれさ
ツの道ドイ課題は共産主義

の
人
た
ち
は

。

け

る
か
拒
否
す
る
か
と
い
う
、
二者
択
一

の
ぎ
の
ぎ
り
の
立
場
に
立
た
き
れ
て
い

る
。
そ
し
て
彼
等
の
前
に
あ
る
社
会主

義
は
、
抽
象
的
、
理
論
的
な
も
の
で
は

な
い
。
ソ
ヴ
ェト
、
東
ド
イ
ソ
お
よび

東
欧
諸
国
に
お
い
て
、
現
に彼
等
の眼

前
に
展
開
さ
れ
て
い
る社
会
主
義
であ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ大
陸
は、
日
本
で考

え
る
よ
り
は
る
か
に狭
櫓

そ
の
実
状

は比
較
的
感
覚
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
。西
下
イ
ツ
の人
た
ち
を
し
て
、
社

会
主
義
への
志
向
を
持
た
せ
る
に
足
る

条
件
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
を
も
含
め
て
、

ほ
と
ん
ど
の
西
ト
イ
ツ
の
人
た
ち
は
、

と
カ
オ
し

"は

は

体
主
義
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
自由
が
な

い
と
循
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は彼
等
が

自
由
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い

る
か
に
つ
い
て
、
立
入
っ
た
畿
論
を
し

て
み
る
と
、
き
わ
め
て
皮
相
的
な
自由

が
考
え
ら
れ
て
い
る
に
す
き
な
い
。

ご
の
よ
う
な
考
え
が
理論
的
に誤
っ

て
い
る
と
き
め
つ
け
る
こと
は
容
易
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て人
は
、
こ
れ
ら
を
西

ド
イ
ソ
の為
政
者
や
そ
の
プ
ロパ
ガ
ン

ダ
の
せ
い
にす
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
こう
いう
場
合
人
は
、
こ
の
よ
う

なプ
ロ
パガ
ン
ダ
が
容
易
に
受
け
入
れ

ら
れ
る素
地
が
あ
る
こ
と
に
つい
て
考

え
て
いる
だ
ろ
う
か
?
東
ド
イ
ツ
に
親

東
独
に
あ
る
広
大
な
ソ
ヴ
呂卜
異
士
の
載
没
記
愈
碑

.闇薗蚕

の

流

る

に
終
る
た
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味
乃

従
来
の
策
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
の
建
設

の
過
釈
に
は
社
会
主
義
の
夢
を
破
る
何

か
が
あ
った
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点

の
分
析
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

▼
▽
▽

▲

東
独

へ
感
性

的

な

反

発

私
た
ち
が
日
本
で
社
会
主
義
に
つ
い

て諭
ず
る
と
き
、
そ
れ
は
未
来
の
可
能

監
と
して
で
あ
る
。
し
か
し
西
ト
イ
ツ

社
会
主
義
(共
産
主
義
)
を
全
体
主
義

と
考
え
て
いる
。
これ
は信
念
に近
い

と
い
っ
て
も
よ
い
。
彼等
の
目
に
は
、

た
と
え
ば
、
ソ
ヴ
ェト
#
産
党
ス
会
に

お
け
る
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
の
決
議
が
、

た
だ
ち
に
東
ヘル
リ
ン
の
道
路
の
改
名

に
な
る
よ
う
な
秘
態
は
、
民
主
ま
義
と

は
映
ら
な
い
。
人
民
の
意
思
は
、
彼
等

の
い
う
意
味
の
民
主
ま
義
的
選
挙
に
よ

ら
な
い
で
は
、
反
映
さ
れ
な
い
と
み
て

いる
。
よ
し
彼
等
の
選
挙
が
い
か
に
カ

リ
カ
チ
ュア
化
さ
れ
て
い
て
も
。

と
に
か
く
、
ほ
と
ん
ど
の
西
ド
イ
ツ

の
人
た
ち
は
、
そ
の
現
実
の
社
会
主
義

国
家
と
の
対
立
の
な
か
で
、
社
会
主
義

そ
の
も
の
の
正
し
さ
に
目
を
向
け
る
こ

戚
な
り
友
人
な
り
の
知
人
を
も
っ
て
い

る
西
ド
イ
ツ
の
人
は
多
く
、
彼
等
は相

蚤
に
そ
の
生
活
状
態
な
ど
を
知
ら
せ
あ

って
い
る
。
多
く
の
ド
イ
ツ
の
友
人
が

彼
等
自
身
の
体
験
を
聞
か
せ
て
く
れ

た
。
統
計
学
ゼ
ミ
ナ
ー
の
助
手
の
君
の

両
親
は
、
ず
っと
東
に
住
ん
で
い
る
。

昨
年
禾
彼
の
母
が
な
く
な
っ
た
と
き
、

や
っと
葬
式
の
た
め
に
入
国
の
許
可
が

与
え
ら
れ
た
。
一人
残
さ
れ
た
老
父
を

自
分
の
と
こ
ろ
に
引
き
取
れ
な
い
悩
み

を
、
彼
は
切
々
と
訴
え
た
。
私
の
教
授

は
、
ソ
連
軍
の
捕
虜
と
し
て
ン
ヴ
ェト

で過
し
た
生
活
の
体
験
か
ら
、
反
ソ
反

共
を
語
って
く
れ
た
。
ま
た
別
の
友
人

は
、
ク
リ
ス
マス
に
し
た
東
への
贈
り

O

こ
れ
ら
は
特
異
の例
だ
と思
われ
る

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
ほ
と
んど

の
人
達
が
身
近
に
こ
の
よ
う
な体
験
を

も
って
い
る
と
い
っ
て
よ
い
よう
であ

る
。
感
性
的
に
ど
う
も
東
ド
イ
ツ
に
反

発
す
る
も
の
が
多
い
よう
であ
る
。
こ

の
よ
う
な
と
き
、
果
し
て
西ト
イ
ソ
の

人
は
、
ど
ち
ら
の
宣伝
に傾
くだ
ろ
う

か
。

▼
▽
▽

▲

東

の
精
神
主
義

西

の
物
質
主
義

も
ち
ろ
ん
、西
か
ら
み
て
い
て、
東

の
悪
い
と
こ
ろ
ば
か
り目
に
つく
わ
け

で
は
な
い
。西
トイ
ツ
の友
人
た
ち
と

完
全
に
恵
見
が
一致
し
て
、梨
のよ
さ

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
それ
は

東
ド
イ
ツ
の
ほ
う
が
は
る
か
に
通徳
的

な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の面
に
お
ける
ド

イ
ツ
の
伝
統
は
、
む
し
ろ東
にう
け
つ

が
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
であ
ろ
う

西
ド
イ
ツ
の
経
済
的
発
展
のす
ば
ら

し
い
こ
と
は
今
運
紹
介
す
る
ま
でも
な

い
で
あ
ろ
う
。
経
済
的繁
栄と
と
も
に

西
ト
イ
ツ
に
お
け
る
生
活
態度
は、
著

し
く
亨
楽
的
に
な
っ
て
い
る
。戦
後
に

お
け
る
古
い世
代
と
新
し
い世
代
の断

層
は
、
丁
度
わ
が国
に
お
ける
と
同
じ

よ
う
な
問
題
を
ひ
き起
し
て
いる
。
享

楽
的
に
な
っ
た
と
か
、義
務
観
念
が
な

く
な
っ
て
き
た
と
か
の
く
り言
は
、
し

ば
し
ば
聞
か
さ
れ
た
。
こ
の
よう
な
と

き
、
お
互
い
に
一致
し
た
のは
、
「唯

物
論
を
立
前
に
す
る東
で
の精
神
的
態

度
は
精
神
的
、
唯
物
論
を
否定
す
る
曲

で
生
活
態
度
が
唯
物
的
、
こ
こ
にト
イ

ツ
の
ム
ジ
ュ
ン
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
つ
た
。

今
繁
栄
を
駆
歌
し
て
い
る
西
ドイ
ツ

の
経
済
が
一貝
行
き
詰
り
に
く
る
と
き

そ
の
時
、
こ
の
よ
う
な
心
的
態
度
の
相

異
は
、
東
と
酉
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
も
、

東
の
路
線
の
止
し
さ
が
問
題
に
な
る
で

あ
ろ
う
。▼
▽
▽

▲

社
会
主
義
の
未

来
賭
け
る
東
独

西
ト
イ
ツ
に
住
ん
で
東
ド
イ
ッ
を
見

て
いる
と
、
凶
の
人
た
ち
に
屈
折
し
た

東
ト
イ
ツ
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
も
ち
ろ
ん
、
細
心
の
注
意
が
必

要
であ
る
。
毎
日
の
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レビ
な
ど
で
流
さ
れ
る
反
共
、
反
束

の

一

ド
イ
ツ
に憎
悪
感
を
いだ

く
入
々
。
こ
の
よ
う
な屯
で生
活
して

い
る
と
、
余
程
の
鋭
い
心
をも
っ
て
い

な
い
と
、
知
らず
知
らず
に同
化
さ
れ

て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。私
の書
いた

も
の
に
も
、
あ
る
い
は
そ
の
よう
な面

が
あ
ろ
う
か
と
恐
れ
て
いる
。

こ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
っ
て、
こ
こ

に
書
い
た
こ
と
は
、
東ト
イ
ツ
に酷
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し、
東
ト

イ
ツ
が
、
西
ド
イ
ツ
の人
た
ち
に魅
力

的
な
社
会
主
義
に
な
るか
ど
う
か
は
、

進
ん
だ
国
に
お
け
る社
会
モ
義
の未
来

を
決
定
す
る
ほ
ど
に重
蟄
であ
る
。
そ

の
よ
う
な
重
要性
の故
に、
東
ド
イ
ツ

に
た
い
す
る
批
判
は
、十
分
に酷
でな

け
れ
ば
な
ら
な
い
であ
ろ
う
。
東
ト
イ

ツ
が
社
会
主義
だ
か
ら
正
し
いと
し
て

そ
の
欠
簡
を
、
ア
メ
リ
ヵ
や
西ド
イ
ソ

の
せ
い
に
し
た
ゼ'
東
ド
イ
ツ
の経
済

的
立
地
条
件
の
悪
い
こと
に解
消
し
て

し
ま
う
こ
と
は
、
贔贋
の引
き
倒
し
に

す
ぎ
な
い
。

東
ヘ
ル
リ
ン
に
、宏
大
な
ソ
ヴ
ェト

兵
土
の
戦
没配
念
碑
があ
ゑ
写
真
)。

そ
の
規
模
は
す
こぶ
る大
き
い。
記
念

碑
に
い
た
る
両
側
の数
十
の石
碑
には

ス
タ
ー
リ
ン
の
言葉
が独
、
露
両
文
で

き
さ
ん
で
あ
る
。昨
年
四月
、
そ
こ
に

立
っ
た
私
は
、
二
重
の意
味
で涙
を
流

し
た
。
一つ
に
は
、祖
国
のた
め
、
フ

ァ
シ
ス
ト
打
倒
の
ため
に散
っ
て
い
っ

た
兵
士
た
ち
を
思
っ
て。
一つ
には
、

異
国
に
こ
の
よ
う
な
巨大
な記
念
碑
を

立
て
た
「偉
大
な
」共
産主
義
者
の愚

行
を
悲
し
ん
で
。
こ
の
よう
な
記念
碑

は
、
死
ん
で
行
っ
た兵
ナ
の
祖
国
に
こ

そ
建
て
ら
れ
る
べ
巷
も
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
こ
の
よ
う
な
感
想

を
同
学
の
日
本
の
友
人
に
も
ら
し
た
時

彼
が
「君
は
詩
人
だ
ね
」
と
笑
っ
た
の

を
思
い
出
究

東
ド
イ
ツ
が
、
従
来
の
ス
タ
ー
リ
ン

路
線
を
克
服
し
、
勲
産
主
義
の
ド
イ
ツ

の
道
を
歩
む
こ
と
に
、
露
接
的
に
は
ド

イ
ソ
統
一の
可
態
件
が
か
か
って
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
、
む
す
び
に
し
た

い。
(一九
六
二
●
,丁
十
五
)

(京
大教
墾
蔀
敦
投
・統
計
学
)
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ラ
イ
ド
さ
れ
る
賃
金
体
系
、
こ
の
二
本

の
支

柱
か
ら

し
て

い
く
抽
象
の
対
象
は
、
そ
れ
故
に

一
層
憤
り
の

川

M
遡秦

業
擦蝿

べ
送
る
手
紙

.

.継
聯
轄
騨
導
芒
醗
羅
簾
麓
岨ゼ馨
騨

伽

"

く
評
価
さ
れ
難
い
事
実
で
あ
る
。
勤
続
年
数
の
若
い
貝
体
的
であ
る
。
残
業
、
休
日
労
働
を
偉
事
の
量
が

則㎞

胆

い
く
ら　
　　
す
る
も
の
で
あ
って
も
ヘ
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かなよ・

副

自
由
な社
会
の創
造
を
希
った
着
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に

脚

う
口
仏
か
ら
発
し
た
も
の
冠
あ
る。

視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
.
も
し
そ
れ
が
職
制
の
座
に
居

騨

噸

恥

試
み
に
周
囲
を
見
る
が
よい
。

変
っ
て
いく
原
因
が
潜
ん
で
い
る
。
日
常
具
体
的
な

心
地
よ
く
居
眠
り
す
る
も
の
の
無
知
と
無
能
を
証
明

-
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僕
ら
は
社
会
的
に
は
厳
然
た
る
学
卒
ホ
ワイ
ト
ヵ

す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
反
撃
は
ま
こ
と
に
酷
烈
で
問
題
にと
り組
む
姿
勢
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
る
よ
う
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ラ
i
、
学
卒
労
働
者
で
あ
る
。
が
、
こ
の
自
己確
認
あ
る
。
第
二
は
、
上
司
へ
は
際
限
な
く
卑
屈
で
あ
る

に
、
それ
ぞ
れ
に
変
って
い
く
。
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㈲

の意
識
は
極
め
て
低
い
。
あ
る
の
は
住
友
の
、
三
菱
が
、
部
下
へは
尊
大
に
臨
む
ゆ
が
ん
だ
人
間
の
類
型

と
す
れ
ば
、
日
常
職
場
の
学
卒
ホ
ワ
イ
ト
ヵ
フi
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の
外
側
に
いた
学
生
時
代
、
よ
り
豊
か

企
業

な
よ
り自
由
な社
会
の創
造
を
希
った

く
く

若
者
の
情
熱
は、
企
業
の内
側
で
働
く

何
年
か
が
経
つ
に
つ
れ
、
徐
々
に
稀
薄
なも
のと
な

資
本
主
義
社
会
の
合
理
性
、
近
代性

に
激
し
い
魅
力
を
感
じ
た
者
も
、あ
る

る
い
は
、
と
き
に
、
デ
モ
行
進
に
力
強

く
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
社
会
の
反
動
を
憤

れ
に変
っ
てい
く
。

R
本
の
企業
は新
規
学
卒
眉
の
採
用

に
異
常
な
ま
で
の熱
恵
を
.小す
。
そ
の

執
済
ぶ
り
はす
さ
ま
じ
い
。
こ
れ
は
、
現
代
の
介
業

の
轟
気
に
も
、芳
番
に
も
未
だ
ふ
れ
た
こ
と
の
な
い

若
者
の
潜
郭
的能
力
を
開
発
し
組
織
化
し
、
効
串
あ

る
制
度
の
使
用
と力
払
と
が
允
分
備
わ
って
い
う
か

購わで
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の反
対
と
さ
え
ムえ
る
.

こ
れ
は
大
企
業
に
と
っ
て労
働
市
場
が
非
冨
に
関

鎖
的
で
あ
り
優
れ
た
労
働力
を獲
得
し
薙
いと
の
堀

実
に
根
ざ
し
て
い
る
。と
同
時
に
七れ
そ
れ
の
企
,了

は
「純
白
で
無垢
な
労
働力
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
色
.層

で
彩
か
に
染
め
あ
げた
い欲
望
と
鑑
め
訪
け
一.し
轟

る
。
旧
い
熟
練者
に
見
ら
れ
る自
己
の体
験
を
唯
一

卑
屈
と
尊
大
な
態度
を否
定
す
る
人
間
関
係
の
樹
立

そ
れ
以
外
は
、人
と
人
と
の平
等
・対
等
の
人
間
関

済
に
位
置
づ
け
る
知哲
と
社
会
顧
覚
を
鋭
く
磨
く
こ

こ
の
二
つ
の
最
小限
不可
欠
な
条
件

は
新
し
い
職
場
の專
門
者
〔エキ
ス
パ

な
る
こ
と
によ
っ
て企
業
意
識
を
脱
出

す
る
万向
を僕
は考
え
る
。
社
会
科
学

珂
論
を
築
く
こと
であ
る
。
現
実
を
す

ろ
ど
く
見
つ
め
る能
力
経
験
を
盟
か
に

畜
檀
す
る能
り
を揃
えた
職
場
の
㌔
体

剋
、
職場
の卑
門
音
が
、
学
卒
ホ
ワ
イ

ト
カ
ジ
ー
学
卒
労働
者
の課
題
であ
ろ
う
。

六
学
時
代
が
芙
し
く純
粋
てあ
った
と
適
憶
を
論

る
こ
と
に
お
い
て
で
は
な
く
、
それ
ぞ
れ
の
職
場
の

閏
題
に
そ
れぞ
れ
がと
り組
む
姿
勢
そ
の
も
の
が
語

の
あ
え
、
理
解
し
あ
え
る関
係
、
こ
う
し
た
サ
ー
ク

ル
が
、
ゼ
ミ
が
、
そ
し
て仲
聞
が形
成
さ
れ
る
の
を

思
つ
て
い
る
。

電
気
製
鋼
技
術
を

世
界
に
問
う

二
〇
〇
ト
ン
電
気
炉

産
業
の
発
達
に
よ
っ
て
鉄
鋼
の
需
要
は
驚
異
的

に
増
大
し
て
い
ま
す
.

そ
の
要
講
に
こ
た
え

世
界
最
大
最
新
の
二
〇
〇
ト
ン
電
気
炉
が

い

よ
い
よ
本
年
四
月
稼
動
開
始
。

当
社
は
電
気
製
鋼
法
の
も
っ
キ
ャ
パ
ス
テ
ィ
に

挑
戦
す
る

若
々
し
い
エ
ネ
〃
ギ
ー
を
持
つ

す
ぐ
れ
た
老
人
を
求
め
て
い
ま
す
.
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